
公益財団法人 京都府埋蔵文化財調査研究センター

2 0 1 6

１.　山田黒田遺跡第４次

２.　出雲遺跡第15・16・18次

３.　久々相遺跡第12次

166



಄図版ר 1　ग़Ӣ遺跡第 15ɾ16ɾ18次

（1）出Ӣ遺ୈ1࣍�調査地全景（北から）

（2）出Ӣ遺ୈ1࣍�溝ＳＤ３（্͕北東）



಄図版ר 2　久々相遺跡第 12次

調査地全景（北から）



-Đ-

ং

公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターはত56年４月に設立され、

今年度設立35प年をܴ͑ました。この間、当調査研究センターでは、公ڞ事業に

伴う埋蔵文化財の発掘調査を府内֤所で1,250݅行ってまいりました。

本書は、平成26年度に京都府建設交通部のґཔをडけて実施した山田黒田遺跡、

平成24・25・26年度に京都府農林水産部の依頼を受けて実施した出雲遺跡、平成

26年度に京都府乙訓土木事務所のґཔをडけて実施した久々相遺跡の発掘調査報

告を収録したものです。本書がֶज़研究のࢿྉとして、また、地Ҭの埋蔵文化財

の関৺とཧղをਂめるう͑でのࡐڭとして、ご׆༻いただけれ幸いです。

発掘調査をґཔされた֤機関をはじめ、京都府ڭҭҕһ会、与謝野町教育委員

会、亀岡市教育委員会、向日市教育委員会、などの֤関機関、ならͼに調査に

ごࢀՃ、ごྗڠいただきました多くの方々にްくおྱਃし上͛ます。

平成ùÿ年３月

公益財団法人　京都府埋蔵文化財調査研究センター

ཧ 事 長　　上 田 ਖ਼ ত　　
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１ɽ本書に収めた報告は下記のとおりである。

　山田黒田遺跡第４次

　出雲遺跡第15・16・18次

　久々相遺跡第12次

　

２ɽ遺跡の所在地、調査期間、経අෛ୲者およͼ報告のࣥච者は下දのとおりである。

 
　遺　跡　名 所　在　地 調査期間 経අෛ୲者 ࣥච者

山田黒田遺跡第４次 京都府与謝郡与謝野
町下山田

平成27年̓月21日～
平成27年̔月26日

京都府建設ަ通部
୮後土事所

竹原一彦

出雲遺跡第15・16・
18次

京都府亀岡市千歳町
千歳他

平成24年11月̔日～
平成24年12月21日

（平成24年度調査）
平成25年̓月̑日～
平成25年10月16日

（平成25年度調査）
平成26年̑月19日～
平成26年̓月10日

（平成26年度調査）

京都府南୮広Ҭ振
ہڵ

黒坪一樹
高野陽子
武本典子

久々相遺跡第12次 京都府向日市寺戸町
久々相　

平成27年１月22日
～平成27年３月̑日

京都府Ե܇土事
所

黒坪一樹

３ɽ上記３事業３遺跡とも本部事所（向日市寺戸町）で整ཧ・報告࡞業を実施した。࡞業にͭ

いては、調査୲当者のࣔࢦのもと調査՝ا画調整がྗڠして実施した。

４ɽ本書で༻している࠲ඪは、原ଇとして世界測地系国土࠲ඪ第ᶜ࠲ඪ系によっており、方

位は࠲ඪの北をさす。なお、ݱ地調査ٴͼաڈの調査との整߹性のため日本測地系を༻し

ている߹もある。また、国土地ཧӃ発行地ܗਤの方位は経度の北をさす。

̑ɽ土層断面等の土৭や出土遺物の৭調は、農ྛਫ産ল農ྛਫ産ٕज़会ٞ事ہमのʰ新൛

ඪ४土৭ʱを༻した。

̒ɽ本書の編集は、調査՝୲当者の編集原Ҋをもとに、調査՝ا画調整が行った。

̓ɽݱࣸਅは主として調査୲当者がࡱӨし、遺物ࡱӨは、調査՝ا画調整主査田中জが行

った。
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１ɽ山田黒田遺跡第４次発掘調査報告

̍ ɽ ͡ Ί ʹ
今回の発掘調査は、平成27年度主要地方道ٶཆઢ道路ٸۓ安全確อ小規模վ良事に伴い、

京都府建設ަ通部のґཔをडけて実施したものである。　

山田黒田遺跡は、 与謝郡与謝野町黒田から下山田にかけて所在し、弥生時代から中世にかけて

の集落遺跡と考͑られている。今回の調査地は、遺跡ൣғのほぼ中৺ۙに位置する。

山田黒田遺跡は、ত３年の山田小ֶߍ（ݱ山田อҭԂ）のグϥンド事のډॅ、ࡍ跡と弥生時

代から古墳時代の土器が発ݟされている
ㅭ㉅１ㅮ

。平成14年度には、当センターが山田黒田遺跡の南西部、

三戸୩ަࠩ点ۙで発掘調査を実施（第１次調査）し
ㅭ㉅２ㅮ

、古墳時代前期を中৺とするྲྀ路を検出した。

また、平成26年度には、京都府ڭҭҕһ会による第２・第３次調査が今回調査地पล（第２ਤ）で

実施された
ㅭ㉅３ㅮ

。第２次調査（今回調査地の南西ྡ）では遺物包含層が検出された。第３次調査（今回

調査地と一部ॏෳ）では、柱穴が検出されるとともに、遺物包含層が検出された。第１次～第３

次調査は段丘裾の平地での調査であり、調査地北側の段丘部に集落の中৺部がଘ在するとਪさ

れた。

ݩ機関、地ҭҕһ会をはじめ、֤関ڭҭҕһ会、与謝野町ڭ地調査にあたっては、京都府ݱ

。謝いたしますײをいただいた。記してྗڠಋとごࢦ会、ۙྡॅຽの方々のご࣏ࣗ

なお、調査にかかる経අは、全ֹ、京都府建設ަ通部୮後土事所がෛ୲した。

ʤ調査ମ੍ʥ

調査ऀ　調査՝長　　　　　　　　有井広幸ݱ

࠸長　　　中調査୲ऀ　調査՝調査第２ݱ

　　　　　　　　　　ಉ　　主査　　　　　竹原一彦

調ɹ査ɹɹॴ　京都府与謝郡与謝野町下山田62番地 

ݱ  調 査 ظ ؒ　平成27年̓月21日～ಉ年̔月26日

調ɹ査ɹ໘ɹੵ　53㎡

̎ ɽ遺 跡 ͷ Ґ ஔ ͱ  ڥ
̍ʣ遺跡ͷҐஔͱཧతڥ

与謝郡与謝野町は、京都府北部の୮後ౡのけࠜに位置し、2006年３月１日、与謝郡のՃӻ

町・野田町・ؠୌ町の３町が߹ซして生した。୮・୮後ڥの石ϲ （ַඪ高732ｍ）をݯと

する野田は、町Ҭの中央部を北東方向にྲྀれ、国の特別名উఱڮ立の内ւであるѨોւに注͗
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第１ਤ　山田黒田遺跡पล主要遺跡布ਤ（国土地ཧӃʰٶ・େߐ山ʱ1/50,000）
１ɽ山田黒田遺跡 ２ɽ୩遺跡 ３ɽ平野古墳 ４ɽ山田西୩古墳 ̑ɽ山田ༀ師古墳群
̒ɽ長௩古墳群 ̓ɽ୩古墳群 ̔ɽ坊ϲ୩古墳群 ̕ɽਞϲඌ古墳群 10ɽϗリコシ古墳群
11ɽシϘϥ古墳群 12ɽୌ୩古墳 13ɽチコϥ古墳 14ɽ新道古墳 15ɽ上山田ٳ古墳
16.　ϮーΧΠ̗古墳群 17ɽϮーΧΠ̖古墳群 18ɽ古ٶ遺跡 19ɽࢬϲඓ遺跡 20ɽ下ാ遺跡
21ɽക୩遺跡 22ɽໄϲඓ古墳群 23ɽߥ岡古墳群 24ɽ༉田̖古墳群 25ɽ༉田̗古墳群
26ɽ入୩西̖古墳群 27ɽ須代遺跡 28ɽ銅出土地 29ɽԹؙߐ山古墳 30ɽ୩垣遺跡
31ɽ平野古墳 32ɽՐޱ遺跡 33ɽ黒୩遺跡 34ɽ広遺跡 35ɽ小ಕ古墳群
36ɽୌ୩古墳群 37ɽ蔵ϲ࡚遺跡 38ɽ日٢ϲ丘遺跡 39ɽය子山古墳群 40ɽ࡞山古墳群
41ɽཪϊ୩遺跡 42ɽ໌石Ѫౠ山古墳群 43ɽ中上࢘古墳群 44ɽ後野ԁ山古墳群 45ɽ䆩岡遺跡
46ɽඌ上古墳群 47ɽי୩東古墳群 48ɽי୩西古墳群 49ɽനถ山古墳
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む。野田の北と南にはඪ高300ｍ内֎の山地が広がり、山地の間はՃӻ୩とশされる平地がࠐ

。成される。町の中央を南西から北東に国道176号ઢが؏き、南は与謝ಕを経て山通じるܗ

東はएڱに面するٶ市に通じる。また、176号ઢから北にذする国道312号ઢは、三戸୩ಕ

を経て୮後市に通じている。西はՃӻԞಕ、ୌಕを経༝してฌݝݿ๛岡市に通じる２本の府道が

ある。山田黒田遺跡は、176号ઢと312号ઢのذ点から西にԆͼた312号ઢ三戸୩ަࠩ点の北東

側に広がり、遺跡の中央部を府道ٶཆઢが؏いている。

̎ʣྺ ڥత࢙

Ճӻ୩地Ҭは古くから人々のӦみが࢝まり、平地や丘ྕ部に多数の遺跡が布している。ೄ文

時代から古墳時代を中৺とした主要遺跡を֓؍していく。

ೄ文時代は、ૣ期の遺跡としてچՃӻ町Ҭの有۽遺跡（ೄ文～平安）・䆩岡遺跡（ೄ文・弥生・

古墳～ۙ世）・ୌ岡田遺跡（ೄ文・古墳～ۙ世）、ۚ屋୩田遺跡（ೄ文・中世）、ؠچୌ町の千原遺

跡（ೄ文・弥生後期～平安）がある。このほかچՃӻ町の須代遺跡（ೄ文～平安）・ࡩ内遺跡（ೄ文

～中世）でೄ文土器の出土がられる。

弥生時代は、ؠچୌ町Ҭでは中期の土器の出土をみた千原遺跡のほか、野田Տۙޱくに後期

のट長墳ุであるେ෩࿊南１号 （ุ一ล18ｍʷ27ｍ）がある。େ෩࿊南１号ุでは、中৺主ମ部か

らΨϥε۴・銅۴・Ψϥεޯۄを含むۄ類、۩・Ϡεが出土しඃ者は、地ҬをଋͶるࢦಋ者

の一人とみられている。

文銅が出土している。そ᧪࠰܌野田町Ҭでは、三Տ内地区のൺ丘ೌ跡でಥઢᭃ̒区画چ

の他の遺跡として、中期の方ܗप溝ุを検出した下ാ遺跡（弥生～中世）、弥生～中世の土器の出

土をみた古ٶ遺跡・୩遺跡・亀山遺跡がある。また、Ճӻ୩東部の段丘部にある寺岡遺跡は、

中期のڌ点集落の一ͭであり竪穴建物・方ܗप溝ุ・ష石ุが検出されている。

・Ճӻ町໌石地区所在の蔵ϲ࡚遺跡（弥生前期・中期後、奈良）で前期のਫ田関連施設（溝چ

板ྻ）が検出されている。また、ಉ地区須代遺跡では中期～後期の竪穴建物跡・が検出さ

れた。またಉ遺跡എ後の丘ྕから、໌26࣏年にྲྀਫ文༷のፏ平ᭃ式銅が出土した。日٢έ丘遺

跡（弥生中期・古墳後期・中世）では、ష石ุ・竪穴建物・溝を検出し、国࢙跡にࢦఆされた。

古墳時代に入ると、Ճӻ୩पลの丘ྕ部に多数の古墳や群集墳がര発తにஙかれるようになる。

野田町の山田黒田遺跡のपลをみてみると、下山田地区എ後の丘ྕ部にԁ・方墳̑基からなچ

るਞέඌ古墳群、ԁ墳３基からなる坊έ୩古墳群、方墳10基からなる୩古墳群、ԁ墳の山田西

୩古墳がଘ在する。段丘上では、ԁ墳の平野古墳は྆କ式ԣ穴石ࣨをもち、ۄ類・మ・須恵

器ᆵが出土している。これらの古墳や古墳群は、山田黒田遺跡との関連性がࢦఠされるとこ

ろである。

ୌ町Ҭでは、前期古墳として25～30ｍ規模の日ϊ内古墳がある。চを有する長େなؠچ

埋主ମ部３基があり、ۄ・ڸܗ्࢛類・మ製武器・ࣃ、۩が出土している。続いてେ෩

࿊南１号ุの東側に30ܘｍのԁ墳のਆ人ंഅ画૾ڸなどが出土したؙ山古墳がஙかれる。

古墳時代のچՃӻ町Ҭは୮後地Ҭの中でも有ྗな߽を有していたとみられ、地Ҭを代දする
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ໍ主墳が東側の丘ྕ部に多数ஙされる。前期では、നถ山古墳は全長92ｍの前方後ԁ墳（前期

中༿）である。墳丘は２段ங成で、෪石をもͭがྠはない。中৺主ମ部は竪穴式石ᒛで、それ

をऔり巻くྻߌなどૹّྱの遺構が検出されている。നถ山古墳の北約1.5ᶳには国࢙跡ය子

山１・２号墳（前期）を含む̔基からなるය子山古墳群と、前期～中期の̑基からなる国࢙跡࡞山

古墳群がஙされる。ය子山1号墳は前期の前方後ԁ墳で全長145ｍを測る。段ங・෪石・ྠも

ͭ。埋施設の一ͭであるसܗ石の内部から長ٓ子ଙ内行Ֆ文1ڸ、三༿మ１、֎か

らమ̒、మ15、మ૦４が出土している。ය子山２号墳は前期の出方墳で、一ล42ｍを測

る。ྡする࡞山古墳群のうち、࡞山̑号墳は一ล13ｍの方墳で、෪石・ྠは伴わない。

の内から、内行Ֆ文ڸ・石۴・ۄ類・మ製品が出土している。࡞山１号墳は全長36ｍの

出ԁ墳で、２段ங成・෪石・ྠをもͭ。副ࣨ߹式石の内からஉ性遺֚のほかܗ्࢛

山３号墳は一ล17ｍの方墳で、෪石はないが࡞。類、副ࣨからమ製品が出土したۄ・石۴・ڸ

ྠをもͭ。古墳群中།一中期の࡞山４号墳は全長30ｍの前方後ԁ墳で、෪石はあるがྠは伴わ

ない。Թؙߐ山古墳はය子山・࡞山古墳群の南約500ｍに位置する65ܘｍのԁ墳である。墳丘

は段ஙである。埋施設は竪穴式石ࣨで内部に߹式石がある。埋施設は土औりでյされて

いるが、֑下から三֯ԑਆ्ڸย１・方፯規ۣม्ܗ文１ڸ・మย１が出土している。

中期には、ؠچୌ町で法Ԧ寺古墳がある。ྡする法Ԧ寺古墳は全長74ｍの前方後ԁ墳で、෪

石・ྠが伴う。چՃӻ町Ҭでは、Թߐ地区に段ங・෪石・ྠをもͭ後野ԁ山古墳群・ࣞ୩古

墳群がஙされる。後野ԁ山１号墳は࡞り出しԁ墳で31ܘｍを測る。２段ங成・෪石・ྠ

が伴う。埋施設は竪穴式石ࣨ２基をもͭ。ྠにはԁ・ேإ・Ո・ਫ鳥がある。２号墳は方

墳で一ล17ｍを測る。２段ங成・෪石・ྠが伴う。埋施設は竪穴式石ࣨである。ྠはԁ

とேإがある。ࣞ୩1号墳は54ܘｍの中ܕԁ墳である。

後期においても野田ӈ؛の丘ྕඌࠜےに群集墳がஙかれる向はڧい。ԣ穴式石ࣨಋ入期の

古墳としてはڃՃӻ町Ҭの入୩西̖１号墳がられる。

̏ ɽ調 査 ͷ ֓ ཁ（第３ਤ）

府道と調査対象地は࠷େ約2.0ｍのൺ高ࠩがあり、府道東側斜面の下部にはコンΫリート製の

柱と板による土ཹめが施されていた。調査対象地は、全長約90ｍʷ幅約0.5～2.2ｍを測るڱ長な

ൣғである。調査はコンΫリート༴นから0.5mしてトレンチ掘を։࢝したが、砂の堆積層

がްいとともに、น面からの出ਫのӨڹでトレンチน面と༴นの一部が่յした。調査トレンチ

のน面は、่յࢭ対ࡦとしてนのऑいところを中৺に、製コンΫリートύωルをؙଠߌでݻ

ఆしていたが、下部の砂のྲྀ出から土ཹめޮՌをᴴかに͑るѹྗをडけてしまった。ٸᬎ、安

全対ࡦとして掘した調査トレンチはちに埋めし、府道斜面の่յ拡େのࢭにめた。そ

の後、関機関の݁ٞڠՌをडけ、その後の調査は̓か所（第１～̜̓）の小規模グリッドを調査

し、その後֤グリッド間（１ʵ２～̑ʵ２）においてもߋなるグリッド調査を行った。グリッド調

査のࡍには、ྡコンΫリートนに対して、େܕ土೯による安全対ࡦを行った。
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̐ ɽ  ͱ ݕ ग़ 遺 ߏ

̍ʣجຊং（第４ਤ）

調査対象地の地ද面はඪ高約8.0ｍを測り、ਫ田がӦまれている。࡞ߞ土の下にはඪ高約6.5ｍ

ۙまでࡉ砂・中ཻ砂・ૈ砂等のްい堆積が認められる。砂層の下にはシルト質の砂の堆積がඪ

高約5.7ｍۙまでଘ在する。さらに下層にはシルトの堆積が認められる。このシルト層はඪ高

約5.0ｍまで確認したが、掘調査ൣғ֎にまでٴͿ状گにある。

第１～第４グリッドの上層にみられる灰ԫ৭ࡉۃ砂・にͿいԫᒵ৭中ཻ砂・Φリーϒ৭ૈ

砂（第12～15層）はࡉかなϥϛφ層をܗ成することから、段丘部からྲྀれ落ちるྲྀ路の堆積層と考

͑られる。この第13層には平安時代後期の遺物（第̔ਤ19）が含まれ、第２グリッドでは人಄େの

石多数が認められた。

ඪ高約6.7～7.0ｍۙで検出したΦリーϒ黒৭ࡉ砂層（第̒層）は古墳時代～平安時代の遺物を

含む状گから、下層のԫ灰৭೪質ࡉ砂層（第̓層）上面が平安時代ࠒの遺構面であるՄ性が高い。

第̓層では古墳時代後期の土器が含まれる。下層の灰Φリーϒ৭೪質砂層（第̔層）・黒৭シルト

質ࡉۃ砂層（第̕層）は遺物包含層で、灰Φリーϒ৭೪質砂層には弥生～古墳時代後期の土器が含

まれる。黒৭シルト質ࡉۃ砂層では弥生時代中期～古墳時代前期の土器が出土する。第̕層のさ

らに下層のΦリーϒ灰৭シルト層（第10層）はແ遺物層である。第̒～̕層中に多くの遺物が包含

されていたが、いずれも２次堆積遺物である。

第̍άϦου（第̑ਤ）　東部に設ఆしたグリッドであり、グリッド東側は埋めしトレン

チٴͼ道路น面่落地である。グリッドは長さ3.5ｍʷ幅2.0ｍの規模を測る。ඪ高6.8mۙで

遺構面を検出した。検出遺構は、柱穴と判断する̨̥１・２と、土坑と判断する̨̠３の３基で

ある。

ப̨̥݀ （̍第̑ਤ）　調査地西部で検出した。部検出であり遺構全ମの規模ܗ状はෆ໌で

ある。ԁܗ掘ܗであれ、ܘが0.6ｍఔ度とਪ測する。ਂさは0.22ｍを測り、黒৭シルト質ࡉۃ

砂が埋土である。遺物の出土はみられない。

ப̨̥݀ （̎第̑ਤ）　̨̥１の南東に位置し、遺構の一部が南東調査地֎にԆͼる。掘ܗはԁ

砂である。遺物の出土はみࡉは0.6ｍ、ਂさ0.2ｍを測る。埋土は黒৭シルト質ܘとみられ、ܗ

られない。

̨̠ （̏第̑ਤ）　̨̥２の北東側から検出した土坑である。遺構の一部が南東側調査地֎

にԆͼる。平面ܗはପԁܗとみられるがৄࡉはෆ໌である。検出ൣғの規模は、長さ約0.7ｍ、

幅約0.4ｍ、ਂさ0.22ｍを測る。埋土は３層にかれ、上部の２層（第２・３層は黒৭シルト質の

ยが出土しࡉ砂である。第２層の中から土師器のࡉ砂であり、第３層は灰Φリーϒ৭ࡉ砂とࡉۃ

たが、時期にͭいて確ఆできない。

第１面の調査後、人ྗで掘り下͛を行ったところ、グリッド南֯ۙの第̓層上面の下から、

須恵器と土師器の高ᆀ٭部（第̓ਤ11ŋ12）などがまとまって出土した。遺構に関連するՄ性も
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第４ਤ　第４次調査グリッド柱状断面ਤ
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第̑ਤ　第１・２グリッド実測ਤ
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あり、遺物पล部のਫ਼査を行ったが掘ܗ等は確認できなかった。これらの遺物は包含層遺物と判

断した。

第̔層は土৭も҉৭がڧく、遺物も含まれることから、ߋなる掘調査のඞ要性が高まった。

しかしながら調査ൣғがڱいとともに地൫もऑく、人ྗでの掘調査にはน面่յのݥة性がさ

らに高まった。そこで、第̔層以下にはॏ機を༻して掘し、層位確認を行った。また、ॏ機

掘土にͭいては地上において遺物の回収࡞業を行った。出土遺物の出土状گは、基本層ংの項

目とಉじである。遺物が含まれるのは第̕層までであり、ඪ高5.75ｍ以下のΦリーϒ灰৭シルト

層（第10層）はແ遺物であった。

第̎άϦου（第̑ਤ）　第１グリッドの南西約1.2ｍれた位置に設ఆした。グリッド規模は

第１グリッドとほぼಉ規模である。ここでも第̓層遺構面から柱穴̨̥４を１基検出した。

ப̨̥݀ （̐第̑ਤ）　調査地中央で検出した、ԁܗ掘ܗの柱穴である。0.22ܘｍ、ਂさ0.1ｍ

の規模を測る。埋土は黒৭シルト質ࡉۃ砂である。遺物の出土はみられない。

第̒ਤ　第３～̓グリッド土層断面ਤ
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第̏ʙ̓άϦου（第３・̒ਤ）　第１・２グリッド間とಉじく、それͧれ１ｍ前後の間ִを։

けて設置した。調査対象地ൣғの関から、第̓グリッドは第̒グリッドに続して配置した。

基本層ংは第１・２グリッドとಉじであるが、遺構面である第̓層上面でਫ਼査を行ったが遺構は

検出できない。第̑グリッドではೈऑでେ規模なཚ層がଘ在し、第３次調査の３トレンチにॏ

ෳすることが判໌した。第３～̓グリッドでも、第̔層以下に対してはॏ機掘を行った。

第１～̓グリッド間の調査もॏ機を中৺とした掘調査を行った。いずれも第̓層上面におい

て人ྗਫ਼査を実施し遺構検出にめたが、遺構検出はみられない。

̑ ɽग़  遺 （第̓～̕ਤ）

第̒～̕層出土遺物を中৺に主要な遺物を報告する。ݸ々のৄࡉは遺物؍දをࢀরئいたい。

すて２次堆積の包含層出土遺物である。

１は第̔層出土の須恵器の֖であり、奈良時代に含まれるものである。２～̒・̔・̕は第̒

層出土の須恵器のഋ・ഋ֖であり、̒世ل後の年代؍をࣔす。14は第１グリッド第̒層出土

のᆵޱԑᰍ部であり、弥生時代中期（ـ内第ᶚ༷式）にଐする。15ŋ18はޱԑ部内面がうͶる。い

わΏる段々ޱԑᙈとݺͿものであり、̓世لの年代؍をࣔす。15は第１グリッドのྲྀ路埋土ϥϛ

φ層（第14層）出土である。18は第̒層から出土した。19は平安時代後期の高皿のఈ部であり、

第４グリッド検出ྲྀ路（第13層）から出土した。

１・̓・20・21・23～43は第̔層から出土した。弥生時代後期から古墳時代後期の土器が出土

する。20ŋ21は須恵器のഋである。22は須恵器器のޱԑ部であり、１・２グリッド第̕層か

ら出土した。24は土師器のഋである。27は土師器のࠋであり、ఈにম成前のԁが認められる。

30～33はޱԑ部をͭまみあ͛るঙ内平行期のᙈである。36～43は弥生時代後期から古墳時代前

期の土器であり、器（39～41）・高ഋ（42・43）のほか、ೋॏޱԑの部֎面にٖԜઢを施すᙈ（31

～36）である。

44～69は、第̕層出土の遺物で、弥生時代中期から古墳時代前期を中৺とするものである。69

は今回།一出土した石器である。೪板ؠ性のຏ製石ිであり第３グリッドから出土した。器種に

はᆵ（44・46～48）、ᙈ（45・50～57）、器（58）、高ഋ（59）、٭部（60～62）、ఈ部（63～68）がある。

44はـ内第ᶚ༷式ᆵのମ部でありࢦ಄ѹࠟ文を施すషತଳが特徴である。また、ఈ部（65～68）

もಉ時期とみられる。ᙈ（54～57）はঙ内平行期にଐする。

̒ ɽ· ͱ Ί

今回の調査では、多数の遺構を検出する状گになく、数基の柱穴と土坑を検出するにとどまっ

た。ڱ長な調査地の関から遺跡のৄࡉはいまだෆ໌であるが、աڈの調査ྫとಉじく西側から

北側にかけて広がる段丘上に、山田黒田遺跡の中৺部がଘ在するとの確৴がますますڧまった。

今回の調査では、ൺֱతຏ໓のগない良な土器の出土をみた。土器は層ຖに時期が໌確に別れ

ることがなく、弥生中期土器を含む࠷下層の第̕層でも、古式土師器が出土する。また、上層の
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第̒層でも弥生時代中期の土器が出土する。これにより遺物の多くは段丘上からӡれた２次堆

積遺物と判断される。遺物の出土向として、下層の第̕層には中期から後期の弥生土器の出土

ൺが高い。

今後、調査地の西側ٴͼ北側段丘部の調査がਐめ、山田黒田遺跡の内༰がより໌らかになる

ものと期がدせられる。

（竹原一彦）

第̓ਤ　出土遺物実測ਤ１
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第̔ਤ　出土遺物実測ਤ２



京都府遺跡調査報告集　第 øýý 冊

-øù-

第̕ਤ　出土遺物実測ਤ３
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注１　h 町報野田ʱত54年1月10日

注２　ʮ山田黒田遺跡発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第106冊　財団法人京都府埋蔵文化財調査研

究センター）2009

注３　ʮ山田黒田遺跡第２・３次調査ʯ（h 京都府文化財調査報告書 （ɦ平成26年度）京都府ڭҭҕһ会）2014

実測
番号 グリッド 出土

地点 器種 器ܗ ܘޱ 器高 ଘ 土 ম成 ৭調 整ܗ調整など

1 1 ̔層 須恵器 ֖ 11.8 2.1 1/12 ਫ਼良 良 ੨灰 51#6/1 内֎面回సφσ
2 1 ̒層 須恵器 ഋ֖ 12.2 3.0 1/12 ਫ਼良 良 ҉灰 内֎面回సφσ、ఱ井部֎面ϔϥέズリ
3 2 ̒層 須恵器 ഋ֖ 15.0 3.0 1/12 ਫ਼良 良 ҉灰 内֎面回సφσ、ఱ井部֎面ϔϥέズリ
4 3 ̒層 須恵器 ഋ֖ 11.6 4.4 1/3 ਫ਼良 良 灰 6/0 内֎面回సφσ、ఱ井部֎面ϔϥέズリ
5 1 ̒層 須恵器 ഋ֖ 14.3 3.5 1/12 ਫ਼良 良 灰ന /7/0 内֎面回సφσ、ఱ井部֎面ϔϥέズリ
6 2 ʵ 2 ̒層 須恵器 ֖ 14.9 4.5 4/5 ਫ਼良 良 灰 /5/0 内֎面回సφσ、ఱ井部֎面ϔϥέズリ
7 6 ̔層 須恵器 ഋ 12.9 3.5 1/12 ਫ਼良 良 ੨灰 51#6/1 内֎面回సφσ
8 1 ʵ 2 ̒層 須恵器 ഋ 10.8 3.0 1/12 ਫ਼良 良 ੨灰 51#6/1 内֎面回సφσ、ఈ部֎面ϔϥέズリ
9 2 ʵ 2 ̒層 須恵器 ഋ 13.3 2.8 1/6 ਫ਼良 良 灰 /5/0 内֎面回సφσ

10 2 ̒層 土師器 ഋ 10.3 4.0 1/12 ややૈ 良 にͿいԫᒵ
10:37/2 ମ部回సφσ

11 1 ̓層 須恵器 高ᆀ٭ 12.0 6.0 1/2 ややૈ ややೈ 灰ന /8/0 内֎面回సφσ

12 1 ̓層 土師器 高ᆀ٭ 14.3 10.4 1/4 ややૈ 良 にͿいᒵ
5:36/4 部をআきϔϥέズリ٭

13 1 ̓層 土師器 高ᆀ٭ 11.6 9.3 1/4 ૈ 良 ᒵ 2.5:36/8 ֎面ϛΨΩ、内面ϔϥέズリ

14 1 ̒層 弥生 ᆵ　ᰍ部 14.2 6.2 1/5 ややૈ 良 にͿいᒵ
2.5:36/3 ֎面に３条のషತଳと１条の竹文

15 4 15 層 土師器 ᙈ 20.4 5.3 1/12 ややૈ ややೈ ᒵ 5:37/6 段々ޱԑ、ମ部֎面ϋέϝ、ମ部内面ϔ
ϥέズリ

16 7 ̒層 土師器 ᙈ 16.7 3.5 1/16 ややૈ 良 にͿいԫᒵ
10:37/2 ମ部֎面ϋέϝ、内面ϔϥέズリ

17 1 ̒層 土師器 ᙈ 20.0 3.7 1/8 ややૈ 良 ᒵ 5:36/6 ԑ部Ϥコφσ、ମ部内面ચいϋέϝޱ

18 1 ̒層 土師器 ᙈ 17.9 8.4 1/6 ૈ 良 にͿいᒵ
5:36/3 段々ޱԑ、ମ部内֎面ϋέϝ

19 4 13 層 土師器 高 5.9 2.7 1/6 良 良 にͿいᒵ
7.5:36/4 ຏ໓、ఈ部回సࢳか

20 2 ̔層 須恵器 ഋ 11.9 3.5 1/12 良 良 ੨灰 51#5/1 内֎面回సφσ、ఈ部֎面ϔϥέズリ
21 4 ʵ 2 ̔層 須恵器 ഋ 14.4 3.5 1/12 良 良 灰 /7/0 内֎面回సφσ、ఈ部֎面ϔϥέズリ
22 1 ʵ 2 ̕層 須恵器 器 27.8 3.2 1/24 良 良 黒 7.5:32/2 ԑ部֎面にತଳޱ

23 4 ʵ 2 ̔層 土師器 ഋ 15.4 5.3 1/6 ૈ 良 にͿいᒵ
1036/4 内面φσか、֎面ϔϥέズリ

24 6 ̔層 土師器 ഋ 14.8 2.8 1/16 良 良 にͿいᒵ
5:36/4 内֎面φσの後ૈいϛΨΩ

25 1 ʵ 2 ̔層 弥生 ఈ部 4.1 3.5 1/2 良 良 ໌ 5:36/6 ֎面ϛΨΩ、内面ϔϥέズリ
26 5 ̔層 土師器 ఈ部 2.5 4.6 1/12 ややૈ 良 灰 5:35/1 内面ϔϥέズリ。֎面ૈいέズリ

27 1 ̔層 土師器 ࠋ 7.2 3.9 1/12 ややૈ 良 にͿい
5:35/4 内面φσ、֎面ૈいϋέϝ

28 3 ʵ 2 ̔層 土師器 ᙈ 17.0 4.9 1/6 ややૈ 良 にͿいᒵ
7.5:37/4 ମ部内面ϔϥέズリ

29 1 ʵ 2 ̔層 土師器 ᙈ 20.7 1.2 1/18 ややૈ 良 灰ന 10:38/2 ʵ
30 3 ʵ 2 ̔層 土師器 ᙈ 23.9 3.4 1/6 ややૈ 良 灰ന 7.5:38/2 ମ部内面ϔϥέズリ

31 1 ʵ 2 ̔層 土師器 ᙈ 15.0 2.5 1/12 ややૈ 良 にͿいᒵ
7.5:37/3 ԑ部֎面に３条のٖԜઢ文ޱ

32 1 ʵ 2 ̔層 土師器 ᙈ 13.0 3.2 1/4 ややૈ 良 ᒵ 5:37/6 ԑ部֎面に２条のٖԜઢ文、ମ部内ޱ
面ϔϥέズリ、ମ部֎面ϋέϝ

33 3 ʵ 2 ̔層 土師器 ᙈ 16.3 2.4 1/12 ややૈ 良 にͿいԫᒵ
10:37/2

ೋॏޱԑ部֎面に３条のٖԜઢ文、ମ
部内面はϔϥέズリ

34 3 ̔層 土師器 ᙈ 19.6 3.2 1/8 ややૈ 良 にͿい
5:35/4

ೋॏޱԑ部֎面に４条のٖԜઢ文、ମ
部内面はϔϥέズリ、ମ部֎面はϋέϝ

35 3 ʵ 2 ̔層 土師器 ᙈ 18.0 3.4 1/12 ややૈ 良 にͿい
7.5:35/3

ೋॏޱԑ部֎面に４条のٖԜઢ文、ମ
部内面はϔϥέズリ、ମ部֎面はϋέϝ

36 3 ̔層 土師器 ᙈ 23.9 6.7 1/12 ややૈ 良 ୶ᒵ 5:35/4 ೋॏޱԑ部֎面に４条のٖԜઢ文、ମ
部内面はϔϥέズリ、ମ部֎面はϋέϝ

37 4 ʵ 2 ̔層 土師器 ᙈ 16.2 3.5 1/12 ややૈ 良 ᒵ 2.5T36/8 ʵ
38 4 ̔層 土師器 ᙈ 10.6 3.6 1/12 ややૈ 良 ᒵ 2.5T35/6 ʵ

ද１　遺物؍ද
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実測
番号 グリッド 出土

地点 器種 器ܗ ܘޱ 器高 ଘ 土 ম成 ৭調 整ܗ調整など

39 6 ̔層 弥生 器 23.7 2.7 1/6 良 ややೈ にͿい
5:35/4

ԑ部֎面に̑条のٖԜઢ文、内֎面ޱ
ϔϥϛΨΩ

40 3 ʵ 2 ̔層 弥生 器 18.2 4.1 1/16 良 良 灰ԫ
10:36/2

ԑ部֎面に̑条のٖԜઢ文、内֎面ޱ
ϔϥϛΨΩ

41 3 ̔層 弥生 器 22.2 6.3 1/6 良 良 ୶
2.5:37/4

ԑ部֎面に̑条のٖԜઢ文、֎面ϔޱ
ϥϛΨΩ

42 3 ʵ 2 ̔層 弥生 高ᆀ 28.2 4.7 1/6 良 良 にͿいԫᒵ
10:37/2

ԑ部֎面に３条のٖԜઢ文、内֎面ޱ
ϔϥϛΨΩ

43 6 ̔層 土師器 ٭ 14.1 7.9 1/4 ૈ 良 灰 7.5:34/2 内面ϔϥέズリ、֎面φσ

44 7 ̕層 土師器 ᆵ 21.9 8.2 1/6 ややૈ 良 ໌
2.5:35/6 内֎面ີなϔϥϛΨΩ

45　 4 ̕層 土師器 ᙈ 23.6 2.3 1/12 ૈ 良 灰ԫ
10:36/2 ʵ

46 5 ̕層 土師器 ᆵ 14.8 5.8 1/16 ややૈ 良 灰 7.5:36/1 φσ

47 5 ̕層 弥生 ᆵ 9.8 4.9 1/6 ややૈ ややೈ ໌
2.5:35/6

֎面ϋέϝ、内面上部はϋέϝ、内面下
部はϔϥέズリ

48 5 ʵ 2 ̕層 弥生 ᆵ ʵ ʵ 1/8 ややૈ 良 灰 10:38/2 ମ部上ۙにషತଳ、ತଳ上に２条
のࢦ಄ѹࠟ、֎面ϋέϝ

49 4 ̕層 土師器 ു 13.3 4.4 1/6 ૈ 良 灰 7.5:34/2 ମ部֎面ϋέϝ、ମ部内面ϔϥέズリ

50 4 ʵ 2 ̕層 土師器 ᙈ 16.2 3.7 1/6 ૈ 良 にͿい
7.5:36/3 ମ部内面ϔϥέズリ

51 5 ̕層 土師器 ᙈ 13.8 5.1 1/12 ૈ 良 にͿい
7.5:37/2

ԑ部ւ面に̑条のٖԜઢ文、ମ部内ޱ
面ϔϥέズリ、֎面ϋέϝ

52 4 ̕層 土師器 ᙈ 19.9 3.0 1/12 ૈ 良 灰 7.5:36/2 ԑ部ւ面に３条のٖԜઢ文、ମ部内ޱ
面ϔϥέズリ

53 5 ʵ 2 ̕層 弥生 器 18.4 1.8 1/12 良 良 ᒵ 2.5:36/6 ԑ部֎面４条のઙいٖԜઢ文、内面ޱ
ϔϥϛΨΩ

54 １ʵ 2 ̕層 土師器 ᙈ 16.8 6.2 1/12 ややૈ 良 ୶ᒵ
2.5:37/4

かいϋࡉԑ部ͭまみあ͛、ମ部֎面ޱ
έϝ

55 １ʵ 2 ̕層 土師器 ᙈ 25.5 2.1 1/12 ややૈ 良 にͿいԫᒵ
10:37/2

ԑ部ͭまみあ͛、ମ部内面ϔϥέズޱ
リ

56 １ʵ 2 ̕層 土師器 ᙈ 28.7 5.7 1/6 ややૈ 良 灰ന 7.5:37/2 ԑ部ͭまみあ͛、ମ部内面ϔϥέズޱ
リ

57 １ʵ 2 ̕層 土師器 ᙈ 25.7 3.5 1/12 ૈ 良 にͿいᒵ
5:36/4

ମ部内面ૈいϋέϝ、ମ部֎面ࡉかいϋ
έϝ

58 6 ̕層 弥生 器 27.0 2.6 1/16 良 良 ઙԫᒵ
10:38/3

ԑ部֎面̒条のٖԜઢ文、内֎面ϔޱ
ϥϛΨΩ

59 4 ̕層 弥生 高ᆀ 29.7 3.4 1/16 良 良 にͿいᒵ
7.5:37/4

ഋ部֎面にԁのషけࠟをす。内
֎面ϔϥϛΨΩ

60 2 ʵ 2 ̕層 弥生 ٭ 13.2 3.8 1/12 ややૈ 良 にͿいᒵ
7.5:37/4

部が֎上方に立ち上がる、内面ϔϥ٭
έズリ、֎面ࡉかいϔϥϛΨΩ

61 6 ̕層 弥生 ٭ 13.2 3.7 3/4 良 良 にͿい
7.5:36/3

ഁย内にಁかし２か所、内面ૈいϋέ
ϝ、֎面ࡉかいϛΨΩ

62 6 ̕層 弥生 ٭ 13.2 8.2 1/6 ややૈ 良 灰໌
7.5:37/2 内面ૈいφσ、֎面ૈいϔϥϛΨΩ

63 4 ̕層 弥生 ఈ部 4.1 3.5 1/2 ૈ 良 灰 7.5:36/2 内面ϔϥέズリ、֎面ࡉかいϋέϝ

64 7 ̕層 弥生 ఈ部 5.4 2.5 1/2 ややૈ 良 灰ԫ
10:36/2 内面φσ、֎面ϔϥϛΨΩ

65 3 ̕層 弥生 ఈ部 13.0 6.4 1/3 ૈ 良 にͿいԫᒵ
10:37/2 内面ϔϥέズリ、֎面ϋέϝ

66 １ʵ 2 ̕層 弥生 ఈ部 9.1 0.2 1/6 ૈ 良  10:36/6 内֎面ϔϥέズリ
67 3 ̕層 弥生 ఈ部 7.8 5.8 1/12 ૈ 良 灰ന 10:38/1 内面ϔϥέズリ、֎面ϋέϝ

68 １ʵ 2 ̕層 弥生 ఈ部 12.8 6.9 1/14 ૈ 良 にͿいԫᒵ
10:37/3 内面ϔϥέズリ、֎面ϋέϝ

69 3 ̕層 石器 ຏ製石ි 9.5 4.0 1/2 ʵ ʵ ʵ ೪板ؠ、ൎਕ
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  ２.出雲遺跡第15・16・18次発掘調査報告
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この調査は、亀岡市千歳町における農山ړ村׆性化ϓϩδΣΫトࢧԉަۚ事業に伴い、京都

府農ྛਫ産部のґཔをडけて実施したものである。農山ړ村׆性化ϓϩδΣΫト事業（東地区）

は、平成̒年度からணखされたะ整備事業のऴྃ後の道路整備を対象に実施されたもので、今

回報告する調査は、ะ整備ྃ地区の農道整備に伴う事前調査である。

京都府亀岡市千歳町千歳に所在する出雲遺跡は、େԃ؛ࠨの丘ྕ裾に位置し、弥生時代から

中世のෳ߹集落遺跡としてられる。出雲遺跡では、աڈに京都府ڭҭҕһ会や亀岡市ڭҭҕһ

会による14次にわたる発掘調査が実施されている。今回報告する調査は、当センターが平成23年

（第15次調査）・25年（第16次調査）・26年度（第18次調査）の３か年にわたって実施したものである。

֤調査年度ともにݱ地調査にあたっては、京都府ڭҭҕһ会、亀岡市ڭҭҕһ会はじめ֤関

機関のごࢦಋ・ごྗڠをಘた。また、京都府南୮土事所、千歳町࣏ࣗ会、ならͼに調査にࢀ

Ճしていただいた地ॅݩຽの方々や調査ิॿһ、整ཧһの方々には、調査・報告を通じて多େな

ごྗڠをいただいた。以上の関機関、関者の方々にਂくײ謝のҙをදしたい。

なお、調査にる経අは、京都府南୮広Ҭ振ہڵが全ֹをෛ୲した。

ʤ調査ମ੍ʥ

ฏ��調査ɿग़Ӣ遺跡第1࣍�

ࠀ調査ऀ　調査第２՝長　　　　　　　　　　ਫ୩णݱ

　長　　　　　小調査୲ऀ　調査第２՝調査第２ݱ

　　　　　　　　　　ಉ　　主　　　　　　　　　竹原一彦

調ɹ査ɹɹॴɹ亀岡市千歳町千歳他

ݱ  調 査 ظ ؒ　平成24年11月̔日～平成24年12月21日

調ɹ査ɹ໘ɹੵ　300㎡

ฏ��調査ɿग़Ӣ遺跡第16࣍

ࠀ調査ऀ　調査第２՝長　　　　　　　　　　　ਫ୩णݱ

࠸長　　　　　　中調査୲ऀ　調査第２՝調査第２ݱ

　　　　　　　　　　ಉ　　主　　　　　　　　　　高野陽子　

　　　　　　　　　　ಉ　　ઐ調査һ　　　　　　　黒坪一樹　

調ɹ査ɹɹॴɹ亀岡市千歳町千歳
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ݱ  調 査 ظ ؒ　平成25年̓月̑日～平成25年10月16日

調ɹ査ɹ໘ɹੵ　1000㎡

ฏ�6調査ɿग़Ӣ遺跡第1࣍�　

࢘調査ऀ　調査՝長　　　　　　　　　　　　　石井ਗ਼ݱ

࠸長　　　　　　　　中調査୲ऀ　調査՝調査第２ݱ

　　　　　　　　　　ಉ　　主査　　　　　　　　　　黒坪一樹

調ɹ査ɹɹॴɹ亀岡市千歳町千歳

ݱ  調 査 ظ ؒ　平成26年̑月19日～平成26年̓月10日

調ɹ査ɹ໘ɹੵ　400㎡

ฏ��ཧ報告

ཧ報告ऀ　調査՝長　　　　　　　　　　　　　有井広幸

ཧ報告୲ऀ　調査՝՝長ิ݉ࠤ調査第１長　　　ࡉ߁

　　　　　　　　　　ಉ　　主査　　　　　　　　　　黒坪一樹

̎ ɽҐ ஔ ͱ ྺ ࢙ త  ڥ
出雲遺跡は、亀岡ຍ地北東部、東地区とݺれるେԃ؛ࠨに位置するෳ߹集落遺跡である。

遺跡ൣғは、南北約１km、東西約0.5kmの規模をもͭ。亀岡ຍ地は、ຍ地中央部を؏ྲྀするେԃ

（ܡ中ྲྀ）をڬみ東西の山地裾部に位段丘がܗ成されるが、出雲遺跡は東側の山地の三ϲ

（ַ613ｍ）から؇やかに西に生したඌࠜ裾にܗ成された位段丘上に立地する。पลの地層は、

୮山地の古生層としてられる୮ଳのチϟートやทٴؠͼܔ質ทؠを主ମとする層を基൫

とする。東側の山地（ए୮山地）が։ੳされてՏの୩にྲྀ出してくる土砂は、断層֑の斜面や

ઔ状地をり、段丘化した地ܗが出雲遺跡を含めたपลに広がっている。

出雲遺跡のྺ࢙తڥにͭいて、弥生時代から中世かけての遺構・遺物を中৺にみておきたい。

弥生時代前期の遺跡は、େԃ西؛ではେ規模集落としてられるଠ田遺跡が立地するが、

出雲遺跡の所在する東؛の調査ྫはしく、蔵垣内遺跡やେ遺跡などでわずかに土坑等の遺構

がみられるにա͗ない。中期には、ຍ地֤所でେきく集落遺跡がల։するようになるが、出雲遺

跡पลでも中期前༿の方ܗप溝ุ群を確認した৲遺跡をॹに、中期中༿以߱、時௩遺跡など

のେ規模な集落遺跡がల։する。時௩遺跡では、在地で࡞られた土器のほかにՏ内地方・ۙߐ地

方の土器や、ԕく東ւ地方のӨڹをडけたԁ૭き土器なども出土し、֤地との地Ҭ間ަྲྀのあ

とが͑る。弥生時代後期後には、出雲遺跡南部で多֯ډॅܗなどが確認され、特に山地裾部

に弥生後期の集落の拡がりがఆできる。古墳時代に入ると、େԃ東؛ลでは前期から後期ま

でट長墳が֤時期に相次いでஙされる。前期古墳としては、出雲遺跡の西側にେܗԁ墳である

出雲武式古墳（35ܘｍ）がஙかれ、続いて中期中ࠒにはߕႀなどのమ製武器類を出土し亀岡ຍ地の



出雲遺跡第 15・16・18 次発掘調査報告

-øþ-

ໍ主墳とされる坊主௩古墳（一ล40ｍ）やअࢹの६࣋ち人ܗྠを出土した時௩１号墳（一ล30ｍ）

など、方墳を特৭としたट長墳がஙされるようになる。上遺跡は、古墳時代の集落遺跡でも

あり、古墳時代中期後以߱に期をむか͑、େ溝から子࣋ちޯۄが出土している。後期前༿に

は、出雲遺跡の西方に୮࠷େの前方後ԁ墳である千歳ं௩古墳（全長81ｍ）が出ݱし、以߱、こ

の一ଳは୮の地Ҭྗの中֩地Ҭとなる。

ܕ時代の遺跡としては、出雲遺跡の北西約３ᶳに位置する上遺跡で、奈良時代のኈେ࢙ྺ

掘立柱建物群が検出され、୮国府に関わる建物のՄ性があるとࢦఠされる。पลでは時௩遺

跡などでもಉ時期の官衙ڃのେܕ掘立柱建物群が検出され、官衙に関連する建物群の拡がりがみ

られ、奈良時代末期には、南約２ᶳに୮国ૐ寺・国ೌ寺が建されたとਪఆされる。また、

出雲遺跡東方のޚӨ山の麓に位置する出雲ਆ社は、平安時代のԆت式内社であり、古代から中絵

を通じて୮国一ٶとしてਸܟを集めたਆ社である。ڥ内からは、ࣰԦ子༼で生産されたとみら

れる平安時代末期の瓦が出土し、この時期にはਆٶ寺が建立されたと考͑られている。上遺跡

の西方に国ീஸとする国衙関連建物のඳࣸがあることで注目されるʮ୮国٢ঙ絵ਤࣸʯは、

第１ਤ　調査地पล遺跡布ਤ
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第２ਤ　調査区・調査トレンチ位置ਤ



出雲遺跡第 15・16・18 次発掘調査報告

-øĀ-

後നՏ法ߖのԂدਐ絵ਤとされるが、

出雲ਆ社もこの時期には後നՏ法ߖの࿇՚

ԦӃྖとなり、一ଳはԦՈྖとして寺社を

中৺にେきくӫ͑たとみられる。　　　

（黒坪一樹・高野陽子）

̏ ɽ調 査  ༰ ɹ
 ̍ʣग़Ӣ遺跡第1࣍�ʢฏ��調査ʣ

出雲遺跡第15次調査では、調査対象地は

道路建設༧ఆ地の南東部と北西部の２か所

にେきく別れる。南東部調査区は、幅約10

ｍ、全長約400ｍのൣғが対象であり、طଘ

道路やਫ路の関から、̑地点に調査トレ

ンチ（第１～̑トレンチ）を設ఆした。北西

部調査区は幅約10ｍ、全長約300ｍのൣғが

対象であり、ここでも道路・ਫ路などの関

から、３地点に調査トレンチ（第̒～̔ト

レンチ）を設ఆして調査を行った。調査対象

地の状گ（幅・ഉ土ॲཧ等）から、調査トレ

ンチは長さ10ｍʷ幅４ｍもしくはಉ̔ｍʷ

ಉ̑ｍの規模を基本に設ఆした。総調査面

積は300㎡である。２か所の調査対象地は、

աڈ、पล部で実施されたほ整備に関連

した土がଘ在し、その土ྔは南東部調査

区が特にްくられている。֤調査トレン

チは、安ఆ地൫の上部まではॏ機による掘

とਫ਼を行った。その後は人ྗによる掘

査を行い、遺構・遺物の検出にめた。以下、

基本層ংから֤調査トレンチの調査݁Ռを

報告する。

ʢ̍ʣೆ ౦෦調査 （۠第３ਤ）

出雲େਆٶの南側に位置する調査区であ

り、西に։く୩地ܗをԣ断する。

ᶃ第̍τϨϯν（第４ਤ）　

調査区の南に設ఆした。規模は長さ約 第３ਤ　第15次調査区位置ਤ
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8.0ｍʷ幅約5.0ｍを測る。؇やかに北方向に下がるچ地ද（ඪ高約110.6ｍ）上の土は、࠷େ1.4ｍ

を測る。ඪ高110ｍۙには、Φリーϒ灰৭ࡉ砂（̒層）や灰৭ࡉ砂（̑層）がਫ平堆積している。

このうち灰৭ࡉ砂層中にはۙ世陶磁器が含まれていた。

ඪ高109.9ｍۙでߗくకまったΦリーϒ灰৭砂層（̔層）の安ఆ地൫を検出した。

ここで遺構検出を目తにਫ਼査を行ったが遺構を確認できなかった。トレンチ東部で下層確認

の断ׂりを行ったところ、安ఆ地൫面は中央ۙから南側は南西方向に斜して下がり、斜面上

には҉緑灰৭ૈ砂（ಉ̓層）が認められた。この҉緑灰৭ૈ砂層はを多く含み、ແ遺物であった

こともありࣗવ堆積層と判断するが、土石ྲྀの堆積層のՄ性も高く著しい༙ਫがみられた。

ᶄ第̎τϨϯν（第̑ਤ）　

第１トレンチから北西方向に約65ｍれて設ఆした。規模は長さ約8.0ｍʷ幅約5.0ｍを測る。

地ද（ඪ高約109.9ｍ）上の土は約1.5ｍを測り、ඪ高108.0ｍۙで安ఆ地൫（҉灰৭砂）を検چ

第４ਤ　第15次調査第１～３トレンチ平面・断面ਤ
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出した。安ఆ地൫のにͿいԫ৭砂（第４ਤ14層）を掘りࠐむ溝̨̙３を検出した。̨̙３は幅

約0.4～0.6ｍʷਂさ0.1ｍのૉ掘り溝である。北西から南東方向にઢతにԆͼる溝であり、検出

長は4.6ｍを測る。溝の埋土は҉灰৭（/3/0）೪質ࡉۃ砂であり、ແ遺物である。ここでは、灰৭

砂層（ಉ13層）から時期ෆ໌の土師器のࡉยが出土した。

ᶅ第̏τϨϯν（第４ਤ）　

第２トレンチから北西方向に約62ｍれて設ఆした。୩地ܗの中央部に位置し、第２トレンチ

よりさらに2.4ｍ下がる。規模は長さ約8.0ｍʷ幅約5.0ｍを測る。چ地ද（ඪ高約108.8ｍ）上の土

は約0.25ｍとઙい。堆積土では、ඪ高108.2ｍと108.6ｍۙにബい黒৭ࡉۃ砂層（第４ਤ11層）

がଘ在した。遺物包含層のՄ性もありਫ਼査を行ったがແ遺物であった。

ඪ高107.6ｍۙで、安ఆ地൫と判断するにͿいԫ৭砂層（ಉ14層）を検出した。ਫ਼査を行

ったが遺構・遺物の検出はみられない。

ᶆ第̐τϨϯν（第̑ਤ）　

出雲େਆٶのਆ前から西にԆͼる府道の北側に設けた調査トレンチであり、第３トレンチか

ら南西に約80ｍのڑを測る。トレンチ規模は長さ約10.0ｍʷ幅約4.0ｍを測る。چ地ද（ඪ高

108.6ｍ）上の土は約1.6ｍを測る。ඪ高108.1ｍۙで安ఆ地൫（第̒層灰৭砂）を検出した。安

ఆ地൫上のਫ਼査で、土坑̨̠１と柱穴̨̥２を検出した。

第̑ਤ　第15次調査第４・̑トレンチ平面・断面ਤ
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̨̠ （̍第４ਤ）　トレンチ南部で検出したପԁܗとみられる土坑であり、後世の֧ཚで遺

構の南部をࣦっている。ଘ部では東西方向の長さは約0.8ｍを測る。幅はෆ໌であるが、0.2ｍ

がり、ਂさは0.45ｍの規模を測る。土坑นはఈ面から֯度をもって斜めに立ち上がる。埋土

は҉灰৭（/3/0）ࡉۃ砂である。検出面ٴͼ断面でਫ਼査を行ったが、柱のଘ在をࣔすࠟ跡が確認

できないことから、土坑と判断した。埋土中から中世の土師器皿（第20ਤ１）が出土した。

ப̨̥݀ （̎第̑ਤ）　̨̠１の北側約2.4ｍれた位置から検出した柱穴である。掘ܗはԁܗ

で、ܘ約0.25ｍʷਂさ0.05ｍ規模を測る。埋土は҉灰৭（/3/0）ࡉۃ砂である。遺物の出土はみ

られない。

トレンチน面のਫ਼査で、にͿいԫ৭砂೪質土（̑層）から須恵器・瓦器（第20ਤ２・３）のഁย

第̒ਤ　第15次調査第̒～̔トレンチ平面・断面ਤ
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の出土をみた。

ᶇ第̑τϨϯν（第４ਤ）　

第４トレンチから北西に約41ｍれて設ఆした調査トレンチである。୩地ܗの北側斜面部に位

置する。トレンチの地දは第４トレンチから1.1ｍ上がった位置にある。トレンチ規模は長さ約

8.0ｍʷ幅約5.0ｍを測る。چ地ද（ඪ高約110.0ｍ）上の土は約1.3ｍを測り、ඪ高108.8ｍۙで୶

緑灰৭砂（10層）の安ఆ地൫を検出した。トレンチน面のਫ਼査で、にͿいԫ৭೪質ࡉ砂（̕層）

中から、須恵器֖の出土をみた。

ʢ̎ʣ෦調査 ʢ۠第３ਤ）

出雲େਆٶの北西に位置する調査区であり、段丘から北方向に下がる斜面地にあたる。

ᶃ第̒τϨϯν（第̒ਤ）　調査区の南部に設けたトレンチで、長さ約8.0ｍʷ幅約5.0ｍを測る。

؇やかに北方向に下がる地දはඪ高約111.8ｍであり、南部調査区にみられた土はଘ在しない。

ඪ高110.8ｍۙでにͿいԫ৭砂（̔層）の安ఆ地൫を検出した。中央部を୨田の石垣が南北

方向にॎ断し、石垣の西側は地山をେ規模に平している。東側で検出した安ఆ地൫面と西側

平面のൺ高ࠩはおよそ0.8ｍを測る。ਫ਼査を行ったが、ແ遺構・ແ遺物であった。

ᶄ第̓τϨϯν（第̒ਤ）　第̒トレンチから南西に約50ｍれた斜面地に位置する。トレンチ

規模は約10.0ｍʷ幅約4.0ｍを測る。土はଘ在せず、࡞ߞ土が地දである。地ද下0.5ｍ（ඪ高

109.0ｍ）でにͿいԫ৭砂（11層）の安ఆ地൫を検出した。ਫ਼査を行ったが、ແ遺構・ແ遺物で

ある。

ᶅ第̔τϨϯν（第̒ਤ）　調査区の北部、୩地ܗ所に設けた調査トレンチである。第̓ト

レンチとは約112ｍのڑを測る。چ地ද（ඪ高約109.2ｍ）上の土は約1.0ｍを測る。ඪ高108.5

ｍۙで灰৭砂（16層）の安ఆ地൫を検出した。遺構の検出はみられないが、トレンチน面の

灰৭砂（14層）から時期ෆ໌の土師器の小ࡉยが出土した。　　　　　　　　　　　（竹原一彦）

̎ʣग़Ӣ遺跡第16࣍調査ʢฏ��調査ʣ

第16次調査は、第15次調査の成Ռをもとに、աڈのपล調査で遺構検出がݦ著であった地区を

中৺に、２か所の調査区を設ఆした。調査区は、山地裾部の؇やかな斜面上に斜面をԣ断する

ように配置し、北東部を１区、南西部を２区とした（第̓ਤ）。調査区一ଳは、ۙ年まで࡞ߞ地で

あり、丘ྕ部を断面ʮ̡ʯࣈ状に掘してςϥε状の平ୱ面をり出し、୨田としてར༻されて

いた。調査前にはその上層にさらにะ整備およͼ路面整備に伴う多ྔの土がなされ、چ地ܗ

をେきくվมしていた。こうした٬土をॏ機によってআڈし、発掘調査をਐめた。１区の調査面

積は、760㎡を測り、２区の調査面積は240㎡を測る。

ʢ̍ʣجຊং　

̍۠ং　１区は、全長115ｍを測る南北に長い調査区であり、ݱ地ද面のඪ高は北東でඪ

高約114.5ｍ、南東۱で115.7ｍを測る。１区中央部で୨田のචがҟなり、丘ྕのுり出し部にか

かる南東部はඪ高が高く、北西部と１ｍ以上の高ࠩがある。遺構面は、北西部ではඪ高113.0
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ｍ前後のレϕルで中世遺構や弥生時代の遺

構をಉ一面で検出し、南東部ではඪ高114.0

ｍۙで中世遺構や古墳時代遺構を検出し

た。以下、上層からॱに層ংをड़る。

１区層ংのうち、࠷上層は土であり（第

̕ਤ）、ۙ年にྃしたะ整備のࡍ、Ծ設

路面成に伴い搬入された٬土である。ް

さは、北西部で0.8～1.2ｍ、南東部で0.4ｍ

を測る。土層の下は、第１層とした灰

৭೪質土（5:4/1）であり、ۙݱ代の࡞ߞ土

とみられる。地൫のい北西部ではඪ高約

114.0ｍۙで確認されるが、南東部は高く、

対Ԡする層位は平されている。第２層は、

Φリーϒ黒（7.5:3/2）砂ཻ砂ࠞじり೪質土

で、10～20ᶲのେ小のを多く含む。チϟ

ート・ทؠなどを主ମとする砂であり、

基൫層である୮ଳに༝དྷする砂が、山

地側からのྲྀ土として堆積したものとみら

れる。この層位は、0.2～0.5ｍのްさで調査

区の南北で広く認められる。第３層は、に

Ϳいԫ৭ૈ砂ࠞじり೪質土（10:35/4）

で、２層とಉ༷に砂を多く含むが、やや

೪りのあるシルト質の層位である。第３層

からはછなどの陶磁器類が出土し、ۙ世

遺物包含層とみられる。中世の溝̨̙３は

この第３層の下で確認される。第４層は、

調査区中央南دりで確認したΦリーϒ黒৭

シルトࠞじり೪質土（5¿3/1）である。中央

部の一部にのみ確認される層位で、ްさ約

0.1ｍとബいが、土師器や瓦器などを含む中

世遺物包含層である。第̑層の黒৭

（2.5:3/1）ࠞじり೪質土、は、安ఆした基

൫面をܗ成する層であり、チϟートや堆積

。類の෩化した砂を多く含むؠ

̎۠ং　ݱ地ܗは、１区から２区に向 第̓ਤ　第16次・18次調査区配置ਤ
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第̔ਤ　第16次調査１・２区遺構配置ਤ
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けて؇やかに斜しており、２区のݱ地ද

面のඪ高は、北西でඪ高114.0ｍ、東で

113.7ｍを測る。遺構面は、ඪ高約113.5ｍ前

後で確認した。࠷上層は、１区とಉ༷、

土（第10ਤ）であり、第１層は灰ԫ৭ࠞじ

り೪質土（5:4/1）、第̑層は҉灰৭砂ࠞ

じり೪質土でۙ世遺物包含層である。第４

層は中世遺物包含層である҉৭ࠞじり

೪質土（である。基൫層とした第̑層は、

１区とಉ༷、ԫ৭೪質土であり、୮ଳ

にݯىする堆積ؠ類のが多く含まれる。

ʢ̎ʣݕग़遺ߏ　

ᶃ̍۠　

調査面積760㎡を測る。調査前には、Ծ

路面成のための土およͼ整地がなさ

れ、これらの٬土をॏ機によって搬出し、

発掘調査を։࢝した。調査地पลは、୨田

のچ地ܗがよくり、調査対象地は南東か

ら北西֊段状に下がる３段のςϥε面が

成されている。ςϥε面では、長期にわܗ

たって࡞ߞが行われていたため、包含層や

遺構の平が著しい。特に南東では、丘

ྕ上部からྲྀれࠐむ୩ਫのஷਫ施設などが

られるなど、େきくۙ代の平や地ܗの

վมをडけている。調査は、丘ྕ側からの

ۙ代およͼۙ世遺物を包含する多ྔのを

伴うྲྀ土をॏ機によってআڈし、部తに

ബくる中世遺物包含層やその下層を人ྗ

掘によって掘りਐめた。なお、調査区の

掘は、西側が調査区にして֑面となる

ため、ഇ土搬出࡞業の安全性の確อから、

断面ʮ̡ʯࣈ状に掘している。

弥生時代から平安時代までの֤時代の遺

構を検出した。おもな検出遺構は、弥生時

代後期後༿～末の土坑およͼ落ちࠐみ２
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基、古墳時代前期ॳ༿の竪穴建物１基と土坑２基、平安時代とみられる掘立柱建物１౩、土坑１

基、平安時代のの一部であるՄ性をもͭେ溝１条とૉ掘り溝２条である。なお、遺構は確認

していないが、ྲྀ土や遺物包含層中から、弥生時代中期土器や石包ஸのほか、奈良時代～平安時

代前期の須恵器等が出土し、当֘期の遺構がۙ在するとみられる。

ʻੜ࣌ʙݹ࣌ͷ遺ߏʼ

୦݀ݐ̨̝ （̍第11ਤ）　調査第１区の南西دりで検出された方ܗのॅډ跡である。େきさは

長ล4.３ｍ、ล3.7ｍ、ଘのਂさ0.15ｍを測る。建物の主࣠は、̣-16°ɻ ̬をとる。पน溝が

第11ਤ　第16次調査１区　竪穴建物̨̝１平面・断面ਤ
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西นおよͼ南นに部తにଘしている。पน溝の幅は0.1ｍ、ਂさ0.05ｍを測る。埋土はେきく

２層にけられる。上層を黒৭ࠞじり೪質土（2.5:3/1）、下層を҉Φリーϒ৭ࠞじり೪

質土（2.5:３/３）とし、上層には３～̑Dmେのを多く含む。চ面上から土器が出土し、షり

চ等に相当する層位は確認されない。主柱穴は対֯ઢ上に位置する４基（̨̥1～̨̥４）から構

成されるとみられる。柱穴は0.45～0.35ܘｍ、ਂさ0.15～0.2ｍを測る。柱間は、1.8～2.0ｍを測る。

柱ࠟの部位は３基の柱穴（̨̥１・̨̥２・̨̥４）で確認できた。柱穴の埋土は、灰ԫ৭ࠞ

じり೪質土（10̧̮4/2）を基調とし、黒৭シルト（10:32/3）と҉৭೪質土（10:33/3）のܘ約

0.25ｍの柱ࠟ跡を確認した。またচ面の南西۱で、土坑̠̑を検出した。平面ܗはԁܗをఄし、

0.45ｍ、ਂさ0.2ｍを測る。柱穴とಉ༷な小規模なものであるが、চ面のコーφーに位置するこܘ

とや、土坑内から土器が出土していることから、ஷ蔵穴としての機をもͭ小土坑とਪఆされる。

さらに、竪穴建物の北น中央চ面で、北นにして方ܗの土坑̨̠̒を検出した。一ล0.45ｍ、

ਂさ0.1ｍを測る。นମ中央で、น面にして検出し、ਂさもઙいことから、出入ޱ部のচ面

に伴う施設のՄ性がある。また、চ面からなどのՐॲとみられるような施設は確認できな࡞

かった。出土遺物は、চ面およͼ埋土から、土器や石製品（第27ਤ186）が出土した。土坑̨̠̒

のपลからは、ޱᆵ（第21ਤ̓）、ঙ内式ᙈ（第21ਤ̔）、小ܗ器（第21ਤ̕）などの古式土師器

が出土し、南側のচ面からは砂ؠ製の石が出土している。出土土器から、竪穴建物の時期は古

墳時代前期ॳ༿とਪఆされる。

̨̠ （̎第̔ਤ）　調査

区南東の竪穴建物̨̝１の南

側で検出した土坑である。平

面ܗはପԁܗ状をఄし、長ܘ

0.7ｍ、0.55ܘｍ、ਂさ0.2ｍ

を測る。土坑内は断面ʮ̪ʯ

をなし、埋土は黒৭シルܗࣈ

トࠞじり೪質土（10:32/1）を

基調とし、埋土中からタタΩ

整ࠟܗをもͭ弥生系ᙈのମ部

ยが出土した。出土土器から、

弥生時代後期末～古墳時代前

期ॳ༿の土坑とਪఆされる。

̨̠ （̓第12ਤ）　調査

区北東において、溝̨̙３と

一部ॏෳして検出した土坑で

ある。̨̙３の北西に位置し、

南東がこの溝によりएׯ 第12ਤ　第16次調査１区　土坑̨̠̓平面・断面ਤ
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平される。۱ؙ方ܗにۙいܗ状で、ล2.3ｍ、長ล2.6ｍ、ਂさ0.3ｍを測る。規模がେきいこと

から小ܗの竪穴建物のՄ性を検ূしͭͭ調査をਐめたが、ఈ部のܗ状にى෬があり、চ面を整

の土坑と判断する。埋土は、黒৭ܗがみられず、柱穴等も確認されないことから、େگした状ܗ

ૈࠞじり砂質土（10:32/1）と黒৭ૈࠞじり೪質土（2.5:2/1）の２層からなる。出土遺物は、

中央部を中৺に土師器ᆵやᙈが出土している。ᆵ２ݸମ以上、ᙈ10ݸମ以上が出土しているが、

土器のଘ状گはѱく、ഇغ土坑として༻されたとਪఆされる。出土土器は、タタΩ整ܗを施

す弥生系ᙈやϋέ調整ᙈ、֯ર石を多ྔに含むいわΏる生駒西麓産の土をもͭঙ内式ᙈがڞ伴

して出土し、時期はおおよそ古墳時代前期ॳ಄とみられる。生駒西麓産の土をもͭᙈは２ݸମ

が出土しており、Տ内地Ҭとのަྲྀをࣔすものとして注目される。

1̨̠�（第̔ਤ）　調査区北西部で検出した土坑である。後世の࡞ߞに伴う平をडけ、

西側はେきく平をडけているが、平面ܗはପԁܗ状をఄする土坑とみられる。規模は長1.7ܘｍ、

1.3ܘｍ、ਂさ約0.4ｍを測る。断面はすりു状をఄし、埋土は҉灰ԫ৭（2.5:4 /2）೪質土を基

調とし、基൫層に༝དྷする小が多く含まれる。土坑内の埋土中から、एׯの弥生土器ยが出土

しているが、これらのなかに֯ર石を多く含有するいわΏる生駒西麓産の土をもͭᆵのఈ部（第

21ਤ26）があり、Տ内から搬入された土器として注目される。

ʻฏ҆࣌Ҏ߱ͷ遺ߏʼ

۷ཱபݐ跡̨̗ （̒第13ਤ）　調査第1区、竪穴建物̨̝１の北西側で出された。柱間２間ʷ

２間の総柱建物である。南北柱間のੇ法は２ｍと1.5～1.6ｍ、東西柱間のੇ法は1.6～1.8ｍ、中間

の東西ϥΠンの通りは1.8ｍ等間である。建物の主࣠は、̣-̓°-̬をとる。柱掘ܗは、0.3ܘｍの

平面ԁܗをఄし、ਂさは0.15～0.2ｍを測る。建物西ลの柱ےで、中央の東西柱ྻの柱穴群のいず

れも西側で柱穴を検出しており、建てସ͑が行われたՄ性がある。柱穴の埋土は、҉Φリーϒ

৭೪質土（10:33/4）を基調とする。柱穴の埋土からഋとみ҉、৭ࠞじり೪質土（2.5:3/3）

られる須恵器小ยが出土しており、平安時代前期の建物とみられる。総柱建物であることからൺ

ֱతݎ࿚な倉ݿత建物とਪఆされる。

̨̠ （̑第̔ਤ）　調査区中央部で検出した土坑である。平面ܗはପԁܗ状をఄし、規模は

長1.3ܘｍ、1.1ܘｍ、ਂさ0.1ｍを測る。埋土から須恵器ᙈのମ部や瓦器の小ยが出土し、平安

時代後期～末期の土坑とਪఆされる。この土坑は࠷もඪ高の高い南東部のςϥε面の北西にあ

り、北西部のςϥε面で検出した溝̨̙３とは検出面で約１ｍの高ࠩがあるが、ほぼಉ時期の

遺構とਪఆされる。

མͪࠐΈ̨̭ （̔第̔ਤ）　土坑̨̠10とॏෳして検出したෆ整ܗのઙい落ちࠐみである。規模

は東西長約４ｍ、幅２ｍ以上を測る。南部はେきく後世の平をडけている。ఈ部は一ఆでなく

、の須恵器や土師器が出土しているがׯ෬があり、ਂさ5～15ᶲを測る。遺物は埋土中からएى

小ยのためৄࡉな時期を໌らかにすることはできない。̨̠10を平する遺構であり、平安時代

の時代の落ちࠐみとਪఆされる。

̨̙ߔ （̏第14ਤ・第15ਤ）　１区の北で検出したେ規模な溝である。後世の୨田の成によ
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る北西部の一段いςϥε面で検出した溝で、南北方向にઢతに৳ͼ、長さ23ｍ以上にわたっ

て確認した。主࣠は、̣-20°-̬をとる。溝の幅は約3.5ｍ、ਂさは0.3～0.6ｍを測る。断面は、東

ลの丘ྕ側が؇やかに立ち上がるが、平野部側の西は約1.2ｍの幅でよりਂく掘され、؇や

かなʮ̪ʯܗࣈをఄする。溝の上層や西側は、࡞ߞに伴う։ࠖでେきく平されているとみられ

る。溝ఈのレϕルは、北東部で約112.6ｍ、南東部で約112.3～112.4ｍを測り、約0.2～0.3ｍの高

ࠩがあり、北東から南西ྲྀれていたと考͑られる。溝の北西は、調査区の東นにし、溝の

北東Ԇ長側に位置する古墳時代前期ॳ༿の土坑̨̠̓と一部ॏෳする。̨ ̠̓を平しているが、

平は南側のごく一部にとどまり、̨̠̓はほぼ遺ଘしていることから、溝がさらに北東にઢ

తに৳ͼないことは໌らかであり、東นとの続部पลで東南方向にʮ̡ʯࣈに۶ۂするとਪఆ

される。一方、溝の南東は、溝ఈがઙくなり掘ܗはࣗવにফ໓しているようにみ͑るが、上層

の平が著しく、さらに調査区֎の南方ઢతに৳ͼていたՄ性は൱ఆできない。丘ྕ側と

第13ਤ　第16次調査１区　掘立柱建物̨̗̒平面・断面ਤ
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なる東側は、୨田によりり出されたςϥεの֑面がഭっているため、東側に۶ۂする状گはみ

られず、ʮコʯのࣈ状に掘された溝でないことは໌らかである。

溝の埋土は、中間に࢛ϲ所に設ఆした土層؍༻のܣによりおおよそ̓層にかれる。基調と

なる埋土は、҉Φリーϒから黒৭系シルト層であり、堆積状گから、溝内はਫするڥにあ

ったものと考͑られる
ㅭ㉅１ㅮ

。溝内の土層は、一部Ֆคੳを実施しており、類のଘ在が確認され、

こうした点からもਫ状گにあったことがਪఆされる
ㅭ㉅２ㅮ

。溝内からは、େྔの土器が出土しており、

एׯの布目瓦や土などの土製品、石などの石製品、板ࡐなどの製品のほか、種子類が出土

した。出土土器には、पลからྲྀれࠐんだ弥生時代の土器・石器、古墳時代の須恵器・土師器な

どもएׯあるが、ほとんどが12世ل後の中世土器であり、一部に13世ل前༿に下߱するՄ性

があるものを含む。中世土器は整ཧശ約40ശが出土し、ڙહ۩である土師器皿と瓦器椀の２器種

で出土土器全ମのほとんどをめる。その他の土器として、瓦器皿、瓦質陶器、須恵質陶器、山

茶椀、灰釉・緑釉陶器、中国製陶磁器が含まれる。溝内の遺物は、̑小区（第̔ਤ・第14ਤ）に

けてऔり上͛を行った。֤区から中世土器が出土したが、特に１・２区と３区東部では、土師皿・

瓦器椀などのڙહ۩が集中して出土している。１・２区の土器群は、ܗが高く、ޱԑ部を西

側に向け、ંりॏなるように出土しており、東の丘ྕ側からまとめてغされた状گが͑る。

内ԅやઅ会などのࡇ事に༻された৯器類が、一ׅしてഇغされたՄ性がある。また、これら

の土器とともに౧֩やމ౧などの種子が多ྔに出土した。特に౧֩は50ݸମ以上が出土し、人ҝ

తにഇغされたものとみられる。౧やމ౧などをࡇ事に༻したՄ性があろう。中国製陶磁器

類は、֤区から出土し、ഁย数で150ݸମを͑、全出土土器におけるൺはൺֱత多いと考͑

られるが、ࡉยが多く、瓦器椀や土師器皿のようにܗで出土しているものは認められない。ま

た、３区中央では、幅0.1ｍ、長さ約0.7ｍ、ްさ２～３ᶲの板ࡐが出土した（第14ਤ）。౩板など

のՄ性をఆし、֎ઢরࣹを実施したが、書等は認められなかった。

以上、̨̙３は、ઢతに掘された溝として約23ｍにわたって確認したが、北西で丘ྕ側

にʮ̡ʯࣈ状に۶ۂするとみられることから、区画溝と考͑られる。丘ྕ側の高にఆされる

ॏوଐし、ഁยながら布目瓦やؼ後にل区を区画する溝とਪఆされる。出土遺物は、12世ॅډ

な੨ന磁を含む中国製陶磁器類の出土がみられることから、東の丘ྕ側に༟者層のؗډなどの

ଘ在するՄ性がある。

ਂ、調査区北西部で検出した東西方向の溝である。幅0.3ｍ　（第̔ਤ）�1̨̙ߔ さ0.15ｍを測る。

遺物は出土していないが、掘面の層位から、中世以߱の࡞ߞに伴うૉ掘り溝とਪఆされる。

調査区北西部で、̨̙12の南側で検出した溝である。東から南西方向に　（第̔ਤ）�1̨̙ߔ

掘され、規模は幅0.3ｍ、ਂさ0.2ｍを測る。遺物は出土していないが、掘面の層位から̨̙

12とಉ༷、中世以߱のૉ掘り溝とਪఆされる。

ྲྀ࿏̨̙ （̕第̔ਤ）　調査区北西部中央で、̨̭̔とॏෳして検出した溝である。東から西

向けてྲྀれるྲྀ路とみられる。長さ４ｍにわたって検出し、規模は、幅0.5ｍ、ਂさ0.2ｍを測る。

̨̭̔を平して掘されることや、土師器や須恵器ࡉยが出土し、平安時代以߱の溝とਪఆさ
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れる。　

ᶄ̎۠

調査面積240㎡を測る。１区の南東において、東西の道路面をڬみ約20ｍのڑをおいて設ఆ

した調査区である。２区は、丘ྕのுり出し部に位置する１区南部から、南東やや下߱した

斜地にあり、調査前には１区とಉ༷に、路面成のための整地がなされていた。発掘調査は、こ

うした٬土や、୨田の࡞ߞ土、丘ྕ部からのྲྀ土をॏ機によってআڈしてਐめた。

竪穴建物１基、ྲྀ路１条、落ちࠐみ１基のほか、柱穴群を検出した。

୦݀ݐ̨̝11（第16ਤ）　南東部で検出した竪穴建物である。西側は、୨田の成によって

、をఄする。規模は長ล約2.5ｍ、ล1.5ｍ以上ܗは۱ؙのややな方ܗ平されているが、平面

ਂさ0.15ｍを測る。চ面が平ୱにり出され、一部Րॲとみられるඃした部が認められるこ

とから、柱穴は確認できなかったが、竪穴建物のܽと判断した。埋土は、҉ԫ灰৭砂ࠞじり

೪質土であり、建物চ面の土坑内から布ཹᙈが出土し、埋土中から土師器高ഋやखづくͶ土器が

出土した。時期はおおよそ̑世ل中༿の古墳時代中期の竪穴建物とਪఆされる。

ਂ、調査区中央で検出した東西方向のྲྀ路である。幅1.1ｍ　（第̔ਤ）���̨̙ߔ さ0.2ｍを測る。

灰৭ࠞじり೪質土を埋土とする。遺物は出土しておらず、時期は໌確にできないが、น断面に

みる掘レϕルの検౼

から、中世の溝とਪఆ

される。

མͪࠐΈ̨̭���（第

̔ਤ）　調査区中央で、

西นपลで一部を検出

した落ちࠐみである。

̨̙202とॏෳして検

出し、ઌ行する溝であ

る。西は調査区֎と

なるが、平面ܗはପԁ

状 を ఄ す る と み ら れ

る。長3.0ܘｍ以上、

1.5ｍ、ਂさ0.3ｍを測ܘ

り、断面はすりു状を

なす。黒৭৭ࠞじ

り೪質土を埋土とし、

土師器のࡉยが出土し

ている。埋土の状گや

̨̙202にઌ行すること 第16ਤ　第16次調査２区　竪穴建物̨̝11平面・断面ਤ
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から、中世以前にܗ成された落ちࠐみとみられる。

２区では、北西部を中৺に̒基の柱穴を検出したが、柱ےの෮ݩはࠔなものであった。また、

埋土から土師器ยを出土する柱穴がみられたが、ৄࡉな時期を໌らかにできるࢿྉではない。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高野陽子・黒坪一樹）

̏ʣ第1࣍�調査ʢฏ�6調査ʣ

第18次調査地は、第16次調査における調査第２区の南東側にྡしている。道路建設がさらに

南Ԇ৳される部である。57ʷ7mのࡉ長い調査区を、調査第３区とした。16次調査では弥生

時代から鎌倉時代にかけての良な状ଶの遺構群が検出されたので、こうしたࢿྉの検出が༧

された。掘の݁Ռ、୨田の成にともなう新しい掘により、遺構面をଊ͑たݸ所は、調査区

北西と中間部の２Օ所であった。遺構には古墳時代とみられる竪穴建物１基、平安時代から鎌

倉時代にかけての土坑１基、柱穴群がある。また出土遺物には、柱穴、土坑内から出土した須恵

器、土師器のほか、包含層や遺構面のਫ਼査中に出土した弥生土器、古墳時代須恵器・土師器、中

世の土師器皿・瓦器椀・༌入陶磁器類・銭՟などがある。

ʢ̍ʣجຊং

調査第３区の層ংは、ݱ在の地ද面から୨田成、ะ整備による平をਂくडけている。そ

れは南では地ද下約２ｍ、北東で0.65ｍにୡしていた。平安時代から鎌倉時代の遺物包含層

は４層（黒৭ࠞじり೪質土）・̒層（Φリーϒ黒೪質土）・̓層（灰Φリーϒ೪質土）・17層（Φ

リーϒ黒ૈࠞじり೪質土）である。さらに遺構である̨̝11や̨̠１の埋土も、25層（灰ૈ砂

）・26層（灰ԫ৭ૈ砂ࠞじり೪質土）・27層（Φリーϒ黒ૈ砂ࠞじり೪質土）の上にਏうじ

てଘしている状گであった。25層～27層の地山面はઔ状地性の堆積によるが多いが、その下

位を断ちׂって断面を؍した݁Ռ、をほとんど含まないݻくしまった҉灰ԫ৭೪質土（第17

ਤ２層）がݱれた。下層では東側の山մから୩部を埋めるようにྲྀれてくる土砂のいがఆさ

れる。土砂のྲྀ入があるఔ度落ちணき、古代よりこのۙの։発がਐんでいったのであろう。

ʢ̎ʣݕग़遺ߏ　

୦݀ݐ̨̝1�（第19ਤ）　調査区北東นにより、部తな検出である。۱ؙ方ܗとみられ、

一ล約4m、ଘのਂさ0.35ｍを測る。ࢧ柱穴とࢥわれるものは2基ある。ఈ面およͼ柱穴からも

出土遺物はなく、時期は໌確ではない。北西側にྡするࡢ年度の調査第２区から、類ࣅの古墳

時代中期の竪穴建物の検出をみているので、本ྫも当֘期のՄ性がある。

̨̠ （̍第17ਤ）　土坑̨̠１はۙݱ代の୨田に伴う石垣およͼ҉ڎによってյされ、部

తなりである。長࣠3.8ｍ上、࣠2.3ｍ、ਂさ0.2ｍである。埋土は҉Φリーϒ灰೪質土（第18

ਤ14層）である。平安時代の須恵器、鎌倉時代の瓦器椀・土師器皿などが出土している。

ப݀܈　土坑̨̠１の南東側で、南の୩部に向かって؇やかに斜していくՕ所から、߹計18

基検出された。すてԁܗで、େきさは0.3ܘDm前後、ਂさ0.15～0.25ｍを測るが、建物などの

ந出はできなかった。柱穴の10基（̨̥16～19・21・23・26・27・29・30）から平安時代～鎌倉時
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第17ਤ　第18次調査３区　遺構配置ਤ
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代の須恵器や瓦器椀、土師器皿が出土した。

調査区北西部でもେ小の柱穴およͼ土坑が検出された。柱穴̨̥̔などから土師器・瓦器のࡉ

ยの出土がみられ、これらは中世のものである。出土面までの掘࡞業のաఔで、さらに包含層

から弥生時代後期から古墳時代の土器も出土した。　　　　　　　　　　　　　　　（黒坪一樹）

̐ ɽग़  遺 
̍ʣ第1࣍�調査（第20ਤ１～̒）

今回の発掘調査で出土した遺物はۇかで、整ཧശ１ശにຬたない。出土遺物は土師器・瓦器・

須恵器からなる。時代తには古代末から中世にଐするものである。第４トレンチおよͼ第̑トレ

ンチから出土した̒点（第20ਤ1～̒）にͭいてみる。１は土師器皿である。̕ܘޱDm、器高

1.3Dmを測る。φσ成ܗにより成ܗされる。２は、瓦器椀のޱԑからମ部にかけてのഁยである。

֎面にϛΨΩ調整がみられるが、内面はϩーリングをうけて調整はほとんどわからない。ܘޱ

13.4Dmである。３は瓦器椀のఈ部である。ൺֱతりのいい断面三֯ܗのషりけ高をもͭ。

高4.7ܘDmである。４は須恵器ᙈのମ部ยである。ද面に࿄状文、ཪ面はಉ৺ԁ文タタΩをと

どめる。̑は、部にፏ平ๅचのఠみをもͭ須恵器֖である。̒は、ਂめの土師器皿の断ยで、

ଘの器高は2.2Dmである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（竹原一彦）、12Dmܘԑ部ޱ

̎ʣ第16࣍調査

̍۠ɾ̎۠ग़遺（第21ਤ～第26ਤ）

第16次調査では、整ཧശ約40ശの遺物が出土した。出土遺物には、土器・石製品・製品・土

製品、瓦、種子などが含まれる。このうち、弥生時代～古墳時代の土器２ശをআき、りのほと

んどは中世土器であり、出土土器全ମの90ˋ以上は１区の溝̨̙３から出土した平安時代末期の

土器である。以下、時期ごとに出土遺物にͭいてઆ໌する。

ʢ̍ʣث

ʻੜʙݹ࣌ͷث （̓第21ਤ）

第19ਤ　第18次調査３区　竪穴建物̨̝10平面・断面ਤ
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̍ （۠第21ਤ̓～28）　̓～̕は、竪穴建物̨̝１から出土した。̓は、土師器のޱᆵである。

෮ܘݩ約23ᶲを測り、ઙԫ৭（2.5: 7/2）をఄする。̔は、ޱԑ部をఠみあ͛るঙ内式ᙈのޱԑ

部である。֯ર石を含む҉৭（7.5:3 3/3）の土をもち、いわΏる生駒西麓産のՏ内から搬入

されたᙈとみられる。̕は、中ۭの小ܗ器の٭部である。以上の̨̝１の出土遺物は、ঙ内式

ᙈがࡉยであるため、ࠞ入のՄ性も考͑られたが、小ܗ器٭部の中ۭ࣠部に一ఆのްみを࣋

たせていることから、古墳時代前期ॳ༿の土器の特৭をみることができる。ޱᆵのޱԑ部をബ

第21ਤ　第16次調査出土土器（１）　（土坑̨̠̓・竪穴建物̨̝１・竪穴建物̨̝11）

第20ਤ　第15次調査出土土器
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く上͛る特徴とあわせ、̨ ̝１出土の̓～̕は一ׅࢿྉとしてみることができよう。10～25は、

̨̠̓から出土した。10は、ᆵの下部である。ްみのあるఈ部を特৭とする。ମ部࠷େܘは

14.4ᶲを測り、৭調は灰ന৭（10:38/2）をఄする。11・12は、୯७ޱԑをなす、いわΏる第༷̑

式系の弥生系ᙈのޱԑ部とみられる。一部にタタΩࠟをす。13は、ややडけޱ状に内ؾຯに

立ちあがるޱԑ部をもͭᙈである。14・15は、ঙ内式ᙈのޱԑ部である。いずれも֯ર石を含む

土をなし、14は৭（7.5:4/3）ఄ し、15は҉৭（7.5:33/3）をఄする。Տ内からの搬入土器と

みられる。16は、有段ޱԑをなすडけ部の۶ۂの໌ྎな北系土器である。ޱԑ部֎面にٖԜઢ

文を施す。17は、ޱԑ部をφσ調整する有段ޱԑの北ۙـ系土器である。16は、13.6ܘޱᶲ、17

は18.0ܘޱᶲを測る。18は、ᆵのఈ部とみられる。19・20は、֎面にタタΩ調整を施すఈ部で、

ઠがみられることから、ࠋとしてར༻されたとみられる。21・22は、֎面タタΩ調整を施す弥

生系ᙈのఈ部である。22～25は、ϋέ調整を施すᙈのఈ部である。ఈ部ྠٕ法によるとみられ

る弥生系ᙈにൺてఈ部がബいことを特徴とする。26は、落ちࠐみ̨ᶠ10から出土した。ややബ

く、ፏ平なᆵఈ部である。土は、֯ર石を多く含み、҉৭（7.5:33/3）をఄすることから、

いわΏる生駒西麓産のՏ内からの搬入品とみられる。27は、１区溝̨̙３の̑区から出土したᆵ

の一部である。ᰍ部۶ۂ部にされたషりけಥଳは、ࡉくްみのബいものであり、弥生時代後

期末～古墳時代ॳ಄のᆵの特徴をࣔす。৭調は、にͿいԫᒵ৭（10:37/4）をఄする。また、ମ部

にはϕンΨϥとみられる৭إྉがணしている。土は、１ܘᶱ以下のۃめてඍࡉな多ྔの砂

ཻをࠞࡎとして含む特徴తなもので、山ӄのなかでも因഼などでみられる土器土に類ࣅする。

̎ （۠第21ਤ28～30）　２区竪穴建物̨̝11から出土した。28は、土師器高ഋのഋ部である。ഋ

部に໌ྎな۶ۂを࣋たないタΠϓで、古墳時代中期中༿ࠒの所産であろう。29は、खづくͶ土器

の小ܗᆵで、֎面をφσ調整し、内面にࢦ಄ѹࠟをす。4.2ܘޱᶲ、高さ4.3ᶲを測る。30は、

布ཹܗᙈである。֎面はຎが著しいが、斜めॎϋέ調整を一部に認める。ܘޱは16.6ᶲを測る。

土は石ӳ・長石・チϟートなどの砂ཻを含み、৭調はᒵ৭（5:37/6）をఄする。ޱԑ部は

ංްしているが、ԣϋέがࣦしていることから、࠷ऴ段֊の布ཹᙈであり、28の土師器高ഋと

ಉ༷、古墳時代中期中༿ࠒの所産とਪఆされる。　　　　　　　　　　　　　　　　（高野陽子）

ʻݹʙதੈͷث ʢ̓第22ਤ31～179）

̨̙ߔ （̏第22ਤ～第25ਤ）　溝̨̙３から出土した遺物は、主に平安時代後期（12世ل後）か

ら鎌倉時代前（13世ل前）までの土器類で、土師器皿、瓦器椀、瓦器皿、瓦質陶器、東系須

恵質陶器、山茶椀、中国製陶磁器などがある。なかでもڙહ۩である土師器皿と瓦器椀の２器種

で出土遺物全ମのほとんどをめる点にେきな特৭がある。さらに平安時代の灰釉・緑釉陶器、

布目瓦、弥生土器・石器類、土、େྔのމ౧・౧Ռ֩がある。

ഁยながら中国製陶磁器類は　146点と多く出土し、有ྗ者のଘ在をうかがわせる。また数ྔ

తにはগないが、ೱඌ平野を主な産地とする山茶椀の出土状گから、東ւ地方とのަྲྀもਪす

ることができる。この溝̨̙３内出土土器類にͭいてはまとめて؍දでࣔしている。さらにݸ

ମ数も含めたഁย点数を器種ごとにࢉ出している（ද１）。
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土師器皿（第22ਤ35～91）は、ѹతな出土ྔで、ഁย点数は36,000点を数͑る。土はਫ਼良で、

৭調はわずかにຯをଳͼた୶灰৭のものがほとんどである。ఈ部の特徴から、खづくͶによ

るఈ部φσ成ܗの京都系土師器皿（31～67）、回సによるࢳりఈのもの（76～90）、高のも

の（68～75）、ఈ部をਂくፘるように上͛たもの（91）などがある。࠷もׂ߹తに多いのは、京都

系土師器皿で、ఈ部からઢతにޱԑ部がுり出すものである。ࢳりఈの点数はφσ成ܗのも

のに次いで多い。షりけ高の土師器皿はগない。

ఈ部の全ഁย点数11,467点を全ମ（100ˋ）としてφσ成ܗの京都系土師器皿、回సによるࢳ

りఈ、షりけ高をそれͧれのഁย点数と有をࣔすと、φσ成ܗのもの8560点（74.6ˋ）、

ࢳ。りఈのもの2759点（24.1ˋ）、షりけ高のもの148点（1.3ˋ）である（第27ਤ、ද１）ࢳ

りఈの土師器皿の有がおよそ24�である点はかなり高いとい͑る。

なお౮໌皿として༉の೩মࠟをとどめるものはきわめてগない。91のࢿྉは黒৭のண物がݦ

著にみられる。92は෩化がすすんでいるが、平安時代ແ釉陶器椀のఈ部ยであろう。これらは̨

̙３ではなく、一段高いςϥε面北側から出土した。

瓦器皿と瓦器椀（第22ਤ31～34・第23・24ਤ）である。瓦器椀は土師器皿に次いで多く、ഁย点

数は3400点である。߹計48点をਤ化した。ন༿ܕ瓦器椀のӨڹをडけた୮ܕ瓦器椀である。ਤ

化したものでܘޱの平ۉ値は14.3Dm、器高の平ۉ値は5.4Dmを測る。֎しないޱԑ部、खづ

くͶ成ܗでࡉかなϔϥϛΨΩ、さらにൺֱతେきな高ܘなどを特৭とする。ྠ高のͭくりは

やや౿んுったܗଶをもͭものや、断面がやや三֯ܗをఄしているものがみられる。ମ部のܗଶ

は、12世ل代の特徴か、ઢతに৳ͼるものよりも؇やかに内するものが多い。ମ部֎面にお

けるϔϥϛΨΩにলྗ化のஹしがみ͑る。ࠐݟにおける҉文はପԁܗやઢをҙࣝしてのδグβ

グ文（98～105ɼ107～116、118～134）が多いが、連݁ྠ状文をとどめるもの（135～142）も目立ͭ。

12世ل後から13世ل前のなかでଊ͑られるࢿྉ群である。

瓦器皿は小ഁยのࢉ出から࿙れていることを考ྀしてもその点数はඇৗにগない。25点を確認

し、̕点をਤ化した（第22ਤ31～34・23ਤ93～97）。ޱԑ部ܘの平ۉ値は9.4 Dm、器高の平ۉ値は

ද１　溝̨̙３出土土器（瓦器・土師器以֎）内༁ද

第22ਤ　溝̨̙３土師器皿ఈ部調整・法ྔ別内༁グϥϑ

土師皿
須恵質
陶器

瓦器
緑釉陶器 灰釉陶器 東ւ系

山茶

瓦質土器
（Ӌז・
ುなど）

瓦 中国製
陶磁器 土全ഁย

߹計
ఈ部ย ఈ部ย

߹計 椀 皿
京都系 高 ࢳ

߹計 35904 8560 148 2759 11467 341 9148 33 ３ ２ ３ 50 21 164 101
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第23ਤ　第16次調査　出土土器（２）
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第24ਤ　第16次調査　出土土器（３）
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第25ਤ　第16次調査　出土土器（４）



京都府遺跡調査報告集　第 øýý 冊

-ûý-

第26ਤ　第16次調査　溝̨̙３出土陶磁器類、須恵器、瓦
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1.55 Dmを測る。༻あるいはഇغ後のϩーリングによるຏ໓により、97以֎、ϔϥϛΨΩおよ

ͼ҉文の良な状ଶをอͭものはない。

146は東系須恵器のുである。出土点数はগない。ޱԑ部部はやや内側に斜する。内֎

面とも回సφσ調整で上͛られている。147～149は瓦質ുのޱԑ部ยである。150は平安時代

のషりけ高をもͭ須恵器ഋ̗のఈ部ยである。151も平安時代の須恵器ᆵのఈ部ยである。

ఈ部֎面にの༿ѹࠟをとどめている。

152、153はೱඌ地方でমかれた山茶椀で、152が小皿、153が椀である。154も東ւ系灰釉陶器

のᆵఈ部ยである。152と153はషりけ高をもち、回సφσ調整される。ࠐݟみの部はきめ

がࡉかくすすの৮ײとなっている。152の小皿の高部にҴとみられるѹࠟがみられる。

155と156は瓦質זで、ؙみをଳͼたମ部のܗଶは京都ܕではなく、Տ内・ઘ地方のܗにۙいも

のである。157・158は土である。土は߹計100点で、これらが平ۉతなܗとେきさである。

159と160は੨ന磁߹子の֖である。ਫ਼៛なͭくりで、12世ل中ࠒのものである。160は੨ന磁

皿である。高ઌのみ࿐している。161は੨ന磁椀の断ยである。162はന磁࢛ࣖᆵのମ部上

（ݞ部）の断ยである。黒৭ཻを含むがਫ਼良な土をもͭ。163・164はಉ安༼系の੨磁皿である。

ఈ部֎面は施釉しない。ࠐݟみ部に特徴తなδグβグの۳点ඳ文がみられる。165、166はಉ安

༼系の椀である。֎面にࡉかなॎ方向の۳目文がみられる。167・168・ਤ൛236はཾઘ༼系੨磁

である。167の皿はࠐݟみに۳目が236はՖ文が施される。施釉によりਂ緑৭。168は椀である。

画Ֆ文およͼ飛雲文がඳかれている。180は内֎面ともແ文の੨磁椀である。ޱۂ椀のܗଶで、

੨緑৭のやかな発৭をఄしている。

中国製ന磁類には皿（169）と椀（170～179）がある。168は高をもち、ࠐݟみにはॏͶমきによ

る砂目と࿐部がಉ৺ԁ状にみられる。なお。169のന磁皿は̨̙３ではなく、１区西側で、173

と178のന磁椀पลਫ਼査中に出土した。

ന磁椀は、େ࠻府条坊跡97の陶磁器類Ҋ
ㅭ㉅２ㅮ

におけるᶘ類（10世ل後～11世ل前）、ᶚ類お

よͼᶛ類（11世ل後～12世ل前）のものがある。172はᶘ類にଐし、ؙみをଳͼたମ部でମ部

֎面のޱԑ部以֎をϔϥέズリしている。170・171・174・176はᶚ類である。ޱԑ部はۄԑで、

第27ਤ　第16次調査　出土石器
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そのްさにはࠩがある。ମ部の器นはްく（170）、ఈ部も （ް176）である。178と179は高のみ

であるが、ࡉく高く立するന磁椀第ᶛ類の特徴を備͑ている。179はࠐݟみに۳目文がみられる。

ʢ̎ʣנɾੴ（第27ਤ）

181～183は、１区溝̨̙３から出土した古代の布目平瓦のഁยである。184は、弥生時代中期

の石包ஸである。೪板ؠ製石を࠶Ճしたものとみられる。185は石器製࡞または調ཧ۩とし

ての砂ؠ製Ꮟ石（Ԝ石）である。184・185はいずれも溝̨̙３から出土したものであり、ࠞ入遺物

である。186は、砂ؠ製の石で、１面に面がある。１区竪穴建物̨̝１のচ面から出土した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　（黒坪一樹）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ʢ̏ʣࡼثࢣͷʹ͍ͭͯ

１区溝̨̙３出土土器のなかで、土師器皿の調整には、φσ整ܗのものとࢳりఈがみられる

が、特にࢳりఈの土師器皿の有がおよそ24�である点は、亀岡ຍ地における他遺跡のಉ時

期の遺跡・遺構よりもかなり高く、当遺跡のݦ著な特徴とい͑る。ࢳりఈをもͭ土師器皿の出

土状گをपล遺跡でみておきたい。時期は、亀岡ຍ地で京都系のφσ調整による土師皿が主ମと

なる平安時代末期から鎌倉時代前期（12世13～ل世لॳめ）のものにݶった。

南୮市野条遺跡の第10次調査の報告ྫのなかで、溝̨̙１から出土したࡉย587点のうち、ఈ

部ࢳりఈのものは4点を数͑るにす͗ない。さらにಉ遺跡の井戸̨̚３内の土師器皿のഁยを

報告の対象֎となったࡉยを含めて؍した݁Ռ、ഁย605点中、̔点のఈ部ࢳりのものを確

認した。このように野条遺跡ではごくগྔであるとい͑る。南୮市ീ跡第２次・第３次調査

では、麓のय़日ਆ社の調査区からは、50点ۙくある土師器皿のうち、ࢳりఈの土師器皿は４点

でඇৗにগない。出雲遺跡は̓次・̔次、12次・14次調査で鎌倉時代の土師器皿が出土している

が、第̔次調査の土坑̨̠0801に１点と土坑̨̠0804に２点ࢳりఈの特徴がわずかに確認され

る。さらに第12次調査では土坑4,1201から小皿24点とେ皿１点が出土し、そのうち小皿４点の

みࢳりఈである。これらの調査はすて今回の調査地から出雲ਆ社をӽ͑て南側で行われてい

る。なお、ઌ行する時期のൺֱࢿྉの一ͭとして、上遺跡の第̑次調査をあ͛る。ここでは野

条遺跡とは対রతに土師器皿の中ではࢳりఈが主ମをめる。井戸̨̚270からは小皿35点中

23点のࢳりఈ部をͭ࣋ものが出土している。土坑̨̠271から出土した土師器皿は̒点すて

がࢳのఈ部である。ં りॏなるように出土した土器のうち土師器皿以֎はほぼ黒৭土器である。

柱穴̨̥360からはେ皿１点と小皿３点が出土し、そのうち小皿３点がࢳࠟのあるఈ部である。

上遺跡のࢿྉは、黒৭土器とのڞ伴関からおおよそ11世ل後ࠒにؼଐする。

以上のように、亀岡ຍ地では、11世لの段֊には、ࢳりఈのׂ߹はなお高い状گがみられる

が、12世ل以߱は、ຍ地内では京都系のφσ調整による土師皿が基調となる。そのなかにあって、

今回の溝̨̙３におけるࢳりఈのൺは、पลの遺跡とൺֱして高であることに特৭がある。

出雲遺跡内であっても、12世ل以߱、ࢳりఈの土師器皿の出土ྔはきわめてগなく、出雲遺跡

のಉ時期の遺構のなかでも、溝̨̙３のみにݦ著な集中をݟせている点をࢦఠしておく。　　　
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　　　　　（武本典子）

̏ʣ第1̔࣍調査

̏۠ग़遺（第28ਤ）

第18次調査では、整ཧശ約̔ശの遺物が出土した。出土遺物には、土器・瓦・మ器・銭՟など

がある。第18次調査第３区から出土した遺物は、中央部の土坑̨̠１から須恵器・土師器がまと

まって出土した。その他の遺物は、柱穴̨̥およͼ包含層中から出土したものである。

ʢ̍ʣث

187は弥生時代後期の有段ޱԑᙈである。ޱԑにઙいٖԜઢ文を施す。188は弥生土器ᙈのޱԑ

部の小ยである。189は弥生土器のᆵのఈ部である。190は弥生時代後期の器のडけ部ޱԑであ

る。４条のٖԜઢ文がみられる。191は弥生土器の器ないしは高ഋの٭部とみられる。以上の

弥生土器は、調査区北西部の包含層（Φリーϒ黒ࠞじり೪質土）から出土した。192は古墳時

代の٭高ᆀの٭部ยである。中間部にಁかしがある。193～197は平安時代の須恵器類である。

193は須恵器֖の断ยである。ፏ平なͭくりで、ԁܗにめぐるྠ状ͭまみがషりけられている。

194はਂみのある高の須恵器ഋである。195と196も須恵器ഋのఈ部ยである。197は須恵器ᆵ

のޱԑ部ยである。192・194・196は土坑̨̠1から、197は柱穴27から、その他は柱穴群पลの

ਫ਼査中に出土した。198～210・215は12世ل後から13世لにかけての土師器皿である。209のみ

ఈ部ࢳで上͛られているが、その他はφσ成ܗによる。ޱԑ部が内するもの（198～

207）、部がංްするもの（198・201・202・206・215）、部が֎するもの（208・209・210・

211）がある。215はޱԑ部13.8ܘDmの測るେܕのものである。

213はମ部がఈから֯ۙくでたちあがり、ਂみをもͭ土師器ഋである。212は瓦器皿、214～

221は瓦器椀のମ部・ఈ部ยである。12世ل後～13世لにかけてのものである。216は内面にࡉ

かなϔϥϛΨΩがみられが、その他のࢿྉはຏ໓により໌確ではない。ఈ部のషりけ高のܗ

ଶは断面三֯ܗで、ൺֱతしっかりしているもの（220・221）からগしୀ化したもの（217～219）ま

である。222は瓦質ᙈのޱԑ部ยである。ޱԑはେきく֎し、部に面をもͭ。֎面にӈ上が

りのタタΩࠟ、内面はԣ・斜め方向に断続తなϋέ目がみられる。223は中国製ന磁椀のޱԑ

部である。େ࠻府在地土器類දの第ᶚ類にあたる。224は小ܕの中国製੨磁の֖である。

225は灰釉陶器のఈ部ยである。έズリ出し高をもち、ఈ部֎面は࿐している。226は୮

মのᆵఈ部ยである。227は布目平瓦のഁยである。

ʢ̎ʣમ՟　

銭՟は̑ຕ出土し、すて北宋銭である。228はᄎ平ݩሟ（999年）、229はఱᜉ通ሟ（1017年）、

230はᗁೡݩሟ（1068年）、231はݩ๛通ሟ（1078年）、232はݩሟ（1094年）である。231のݩ๛通

ሟ、232のݩሟは土坑̨̠１内から、その他は̨̠１およͼ柱穴群पลの包含層中からである。

ʢ̏ʣమث

మ製ఝが２点出土した。233は಄部、234は಄部をܽくఝ部である。銭՟とಉじ、土坑̨̠１
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第28ਤ　第18次調査　出土遺物



出雲遺跡第 15・16・18 次発掘調査報告

-üø-

～柱穴群の面తਫ਼査で出土したものである。

ɹ

̑ ɽ· ͱ Ί ɹ
今回の調査では、南北に１ᶳにおよͿ出雲遺跡の北の֤所を調査し、弥生時代から中世まで

の֤時期の遺構を検出した。弥生時代後期と古墳時代前期～中期、さらに平安時代の建物や土坑、

溝などを確認し、ோの良い丘ྕ斜面に֤時代の遺構が広がることが判໌した。三か年の調査の

なかで、特にେきな成Ռがみられたのは第16次調査であり、古墳時代前期の遺構群や༌入陶磁器

類をはじめとするେྔの土器を出土した平安時代末期のେ規模な区画溝を確認したことをあ͛る

ことができる。以下、主要な遺構群のධՁにͭいてड़、調査報告のまとめとしたい。

出雲遺跡のطԟの調査では、古墳時代前期～中期の竪穴建物が北部を中৺に確認され、集落の

拡がりがఆされてきたが、今回の調査においても３基の竪穴建物を確認することができた。こ

れまでに報告された古墳時代の竪穴建物は、出雲武式古墳（19ܘｍ）とಉ時期の古墳時代前期後

の建物が࠷も古いものであったが、今回の調査では古墳時代前期ॳ༿のঙ内ซ行期に位置づけら

れる建物を確認した。亀岡ຍ地の前期古墳は、これまでのところ出雲武式古墳とࣰ町向山古墳の

ଘ在がられるだけであり、出雲遺跡一ଳはຍ地のなかでも、古墳時代前期の地Ҭྗのڌ点地

Ҭの一ͭであることがられる。その基൫集落の成立が古墳時代前期ॳ༿にあることをࣔすࢿྉ

として、今回の調査成ՌはධՁされよう。出土遺物には、Տ内や北、北ۙـとのަྲྀをしめす

搬入土器が含まれ、地Ҭ間ަྲྀの上でも注目されるものとなった。　

ͭ͗に、平安時代末期の遺構として、南北にઢతに掘され、区画溝とਪఆされる溝̨̙３

にͭいてみておきたい。溝̨̙３は、丘ྕの斜地ԑลに掘されることから調査地東側高所に

ఆされるॅډҬを区画する溝のՄ性が高い。溝からはେྔの土器が出土したが、これらには

੨ന磁の߹子や皿、ന磁椀、੨磁皿などの多くの中国製陶磁器類が含まれており、丘ྕの高所側

に有ྗ者のؗډのଘ在をఆすることがՄである。調査地点の東方200ｍには、୮国一ٶの

Ԇت式内社出雲ਆ社が位置しており、その性格を考͑るため、出雲ਆ社の平安時代末期の状گに

ͭいてみておきたい。

出雲ਆ社は、ఱೋ年（1234）の関東ڭޚ書にʮ୮国出雲社は໌ݩఱޚߖӉಉೋ年社ஃを立

てられʯとあり、ಉೋ年（709）年の建とされる。ಉ社は、文ݙなどからかͭてਆٶ寺がଘ在

したことがられるが、ڥ内から亀岡市ࣰ༼跡群中のԦ子瓦༼で生産された平安時代末期の瓦が

出土し、これらがਆٶ寺の建に関わる瓦であるՄ性がࢦఠされる。第16次調査で検出した溝

̨̙３は、平安時代末期のほぼಉ時期のものであるが、ྺ࢙తなมભをみると、この時期は出雲

ਆ社の社Ҭにਆٶ寺が新たに建立され、出雲ਆ社がେ社としてより寺社ྗを拡େする時期に相

当するとみることができる。こうした状گのなかで、社Ҭとそのपล։発がେきくਐめられたと

考͑られことから、溝̨̙３の性格にͭいても、平Ոݖの่յから鎌倉ນ府の成立前後の社会

తなܹಈ期において目まぐるしくมわるྖ有関を検౼するඞ要がある。

今回、溝̨̙３から出土した土器には、土師皿の整ܗにۃめて特徴తなख法がみられた。本དྷ、



京都府遺跡調査報告集　第 øýý 冊

-üù-

この地Ҭの土師皿整ܗはφσ調整による京都系土師皿を基本とするが、溝̨̙３から出土した土

器は、回సを༻したఈ部ࢳりのൺがۃめて高く、पลの他の遺跡や遺構と໌らかにҟな

る༷相をみせている。回సࢳりٕ法の土師皿は、ۙـ北部地Ҭなどでも生産されるが、そうし

た༷相をۙـ北部地ҬのӨڹとみることはࠔであろう。なͥなら、亀岡ຍ地のなかでも出雲社

よりも地తに北部に位置する南୮市Ҭの遺跡群やこれまでのपลの出雲遺跡の調査では、12世

北部からҠతにしـりٕ法がۙࢳ段֊にはいずれも京都系土師皿が中৺であり、回సل

たとݟることはしいからである。ݱ状では、ࢳりఈの土師皿が高で出土する溝̨̙３の状

点とした有ྗ者のڌりٕ法は、溝̨̙３とそのपลをࢳが特ҟであり、ここでみられる回సگ

本؏地などとの地Ҭతな関性にى因するՄ性を検౼するඞ要があろう。

溝̨̙３が掘された12世ل後は、平ࢯݖの่յとから鎌倉ນ府成立前後のྺ࢙తなม

期にあり、୮のԂのྖ有関などもめまぐるしくม化する時期である。平安時代後期の୮

は、୮国総やॾ国総下ࣝ࢘に平ࢯが໋されるなど、平ࢯとΏかりのਂい地Ҭであったが、

末期にはݯཔの࣏ঝ４年（1180）のڍฌや、ીٛの都からの平Ո౼やٛݯ経の୮国ࣰ村

の一時ྖ有などがあり、୮では多くの平Ո官ྖが生じ、その跡地ࢯݯ一など東国の武

。が地಄に໋され、配置された߹があったとされる࢜

この時期の出雲ਆ社のྖ有関をる記ड़が、鎌倉ນ府によるྺ࢙編ࢊ書であるʰڸ࠺ޗʱに

ある。h 。年（1184）月ೋे日の条には、出雲社の行をめぐる૪ٞの記ड़があるݩྺݩʱڸ࠺ޗ

۩ମతには、出雲社は༬所の法師（౻原）が行していて地಄を置かないところであるの

に、ۄ井࢛ࢿॏがݯཔேの下文をࣀったとশしてԣྖしたため、ࢿॏのԣྖのఀࢭをཔேにٻ

第29ਤ　区画溝̨̙３の検出地点とपล地ܗ
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めたもので、後ന法ԦのӃએが記ࡌされ、ʮ୮一ٶ出雲社は࿇՚ԦӃྖなりʯと記ड़されて

いる。このӃએによって、ນ府は地಄のԣをࠫଡしており、出雲社はݩ通り後നՏ法ྖߖとさ

れ、その配下の法師の行が෮׆している。このࢿྉから໌らかとなるのは、出雲社がもと

後നՏ法ߖの࿇՚ԦӃྖであった点だけでなく、東国武࢜がطଘのԂに入り、下文をᠷしてԣ

ྖするという所ྖฆ૪が、鎌倉ນ府の成立前後には୮においても多くىこったということであ

る。そして、さらに注目されるのは、ԣをಇいたۄ井࢛ࢿॏがඒೱを本ڌとする土߽である

とࢦఠされることであり
ㅭ㉅４ㅮ

、平安時代末期において、出雲社のपลには東ւ以東の武࢜が配置され

たり、あるいは৵入していたという事実であろう。

区画溝̨̙３からは、ೱඌ平野を主な産地とする山茶椀やपลの包含層から灰釉陶器のᆵなど

が出土するとともに、回సࢳりٕ法による土師皿がಥ出して高で出土する。このٕ法は、ـ

内以֎の多くの地Ҭでみられるが、ಉ時期のपล遺跡や出雲遺跡の他遺構群はほぼ京都系土師皿

で構成されており、今回報告した̨̙３の༷相はେきくҟなる。ྺ࢙తなస期において出雲社

पลに東国系武࢜のॅډがఆできることを౿ま͑ると、土器༷相のഎܠに東国系の։発主ମの

出ࣗが関わるՄ性がある。12世ل後において掘された̨̙３はؗډの区画溝であるՄ性

をࢦఠしたが、このपลをڌ点とした有ྗ者にͭいて、出雲社との関わりをもͭ社Ոや在地の։

発ྖ主層だけでなく、東ւ以東の地Ҭとの関性も࠲ࢹに、今後検౼をՃ͑てΏくඞ要があろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  （黒坪一樹・高野陽子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 
注１ɽཧՊֶੳは、（株）ύリϊ・αーϰΣΠにґཔして実施した。ΠωՊを中৺とする多ྔのՖคが良

。性のਫ状ଶにあったとਪఆされているؾݏな状ଶで検出され、堆積層が

注２ɽ山本৴2000ʮେ࠻府条坊跡97ʵ陶磁器類編ʕʯ（ʮେ࠻府市の文化財ʯ第49集）େ࠻府市ڭҭҕ

һ会　

注３ɽ法師（౻原）は、後നఱߖのもと北面の武࢜であり、後നՏ法ߖの࿇՚ԦӃྖのӃྖࢧ配

に関与した人物であり、一時期は出雲कとなり、本所のิをडけて出雲ਆ社の社ྖを含めたԂ

をॸ代官として౷ׅする立にあったようである。

注４ɽ出雲େਆ࢙ٶ編ࢊҕһ会ʰ出雲େਆ࢙ٶ 　ɦ2009
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京都府遺跡調査報告集　第 øýý 冊

-üû-

ද２　溝̨̙３出土遺物؍ද
報告
番号 調査区 遺構 器種 器ܗ ܘޱ 器高 ଘ 土 ম成 ৭調 調整

15 1  5 区 土師器 ᙈ （19.4）（3.0） 1/12（ޱ ີ ややೈ にͿいԫ10:35/4 内֎面Ϥコφσ

22 1  5 区下層 弥生
土器 ᙈ ఈ）4.0 （3.5） ఈ）9/12 ૈ 良 ᒵ 1036/6 ֎面φσ

26 1 4910 弥生
土器 ᙈ ఈ）8.0 （1.8） ఈ）5/12 ີ ややೈ  7.5:34/4

27 1  5 区 弥生
土器 ௷ ᰍ部）

11.2 （3.5） 1/12 ややૈ 良 にͿいԫᒵ10:37/3

31 1  5 区上層 瓦器 皿 8.2 1.6 10/12 ີ 良 灰 /5/0 内֎面Ϥコφσ
32 1  5 区 瓦器 皿 7.8 1.5 6/12 ີ 良 ҉灰 /3/0 内֎面Ϥコφσ
33 1  1 区 瓦器 皿 8.3 1.9 7/12 ີ 良 灰 /4/0 内֎面Ϥコφσ
34 1  1 区 瓦器 皿 ଘ 1.6 7.8 ີ 良 灰 /4/0 内֎面Ϥコφσ
35 1  1 区 土師器 皿 9.2 1.5 9/12 ີ ややೈ ઙԫᒵ 7.5:38/4 内֎面Ϥコφσ、ࢳり
36 1  1 区 土師器 皿 8.6 1.5 9/12 ີ 良 にͿいᒵ 5:37/3 内֎面Ϥコφσ
37 1  1 区 土師器 皿 8.6 1.4 ほぼଘ ີ ややೈ 灰ന 10:38/2 内֎面Ϥコφσ
38 1  4 区下層 土師器 皿 9.2 1.9 11/12 ີ 良 灰ന 10:38/2 内֎面Ϥコφσ
39 1  1 区 土師器 皿 8.4 1.5 10/12 ີ 良 ઙԫᒵ 7.5:38/3 内֎面Ϥコφσ
40 1  2 区下層 土師器 皿 8.4 1.3 ほぼଘ ີ 良 ୶ᒵ 2.5:37/3 内֎面Ϥコφσ
41 1  2 区下層 土師器 皿 7.8 1.8 9/12 ີ ややೈ にͿいᒵ 7.5:37/4 内֎面Ϥコφσ
42 1  1 区 土師器 皿 8.0 1.5 4/12 ີ 良 にͿいԫᒵ10:36/3 内֎面Ϥコφσ、ࢳり
43 1  1 区 土師器 皿 8.3 1.5 ほぼଘ ີ ややೈ にͿいᒵ 7.5:37/4 内֎面Ϥコφσ
44 1  4 区 土師器 皿 ଘ 2.1 8.3 ີ ややೈ 灰ԫ 2.5:7/2 内֎面Ϥコφσ
45 1  5 区上層 土師器 皿 ଘ 1.6 8.5 ີ 良 灰ന 10:38/2 内֎面Ϥコφσ
46 1  1 区 土師器 皿 8.3 1.6 6.5/12 ີ 良 にͿいԫᒵ10:37/3 内֎面Ϥコφσ
49 1  1 区 土師器 皿 8.6 1.3 8/12 ີ ややೈ にͿいԫᒵ10:37/3 内֎面Ϥコφσ
50 1  1 区 土師器 皿 8.3 1.6 9/12 ີ 良 にͿいᒵ 5:37/4 内֎面Ϥコφσ
51 1  1 区下層 土師器 皿 8.5 1.7 10/12 ີ ややೈ ԫ灰 2.5:6/1 内֎面Ϥコφσ、ࢳり
52 1  1 区 土師器 皿 8.8 1.9 6/12 ີ ややೈ 灰ԫ 2.5:7/2 内֎面Ϥコφσ、ࢳり
53 1  1 区 土師器 皿 9.0 1.5 4/12 ີ 良 にͿいԫᒵ10:37/3 内֎面Ϥコφσ、ࢳり
54 1  1 区 土師器 皿 11/12（ޱ 2.6 13.6 ີ ややೈ ᒵ 5:37/6 内֎面Ϥコφσ
55 1  1 区 土師器 皿 12.8 2.6 3/12 ີ 良 ઙԫᒵ 7.5:38/4 内֎面Ϥコφσ
56 1  1 区 土師器 皿 13.0 2.7 2/12 ີ 良 にͿいԫ 2.5:6/3 内֎面Ϥコφσ、ࢳり
57 1  5 区上層 土師器 皿 13.6 2.7 4/12 ີ 良 ઙԫᒵ 10:38/3 内֎面Ϥコφσ
58 1  1 区 土師器 皿 ଘ 3.0 13.7 ີ ややೈ 灰ന 2.5:8/2 内֎面Ϥコφσ

59 1  3 区
下層 土師器 皿 13.0 2.7 4/12 ີ ややೈ ઙԫ 2.5:7/3 内֎面Ϥコφσ

60 1  5 区上層 土師器 皿 14.0 3.1 9/12 ີ ややೈ 灰ന 10:38/2 内֎面Ϥコφσ
61 1  2 区上層 土師器 皿 ଘ 3.1 13.2 ີ ややೈ ઙԫᒵ 7.5:38/4 内֎面Ϥコφσ
62 1  1 区 土師器 皿 13.4 2.4 6/12 ີ 良 ᒵ 7.5:37/6 内֎面Ϥコφσ
63 1  5 区下層 土師器 皿 ଘ 2.9 14.7 ີ ややೈ 灰ന 7.5:38/2 内֎面Ϥコφσ
64 1  4 区下層 土師器 皿 14.3 3.4 ほぼଘ ີ 良 灰ന 2.5:8/2 内֎面Ϥコφσ
65 1  1 区 土師器 皿 16.0 3.2 3/12 ີ ややೈ ઙԫᒵ 7.5:38/4 内֎面Ϥコφσ
66 1  5 区下層 土師器 皿 13.9 （2.6） 6/12 ີ 良 ઙԫᒵ 10:38/3 内֎面Ϥコφσ
67 1  5 区 土師器 皿 13.0 2.5 7/12 ີ 良 ઙԫᒵ 10:38/3 内֎面Ϥコφσ
68 1  4 区下層 土師器 皿 6.2 3.0 4/12 ີ 良 ઙԫᒵ 10:38/3 内֎面Ϥコφσ
69 1  1 区 土師器 皿 ଘ 3.5 9.4 ີ 良 灰ന 2.5:8/2 内֎面Ϥコφσ
71 1  2 区下層 土師器 皿 ఈ）4.8 （2.4） ఈ）12/12 ີ 良 灰ന 2.5:8/2 内֎面Ϥコφσ
72 1  1 区下層 土師器 皿 9.1 （2.3） 5/12 ີ ややೈ 灰ന 10:38/2 内֎面Ϥコφσ

73 1 3 区
上層 土師器 皿 9.0 （3.4） 5/12 ີ ややೈ ઙԫᒵ 10:38/3 内֎面Ϥコφσ、ࢳり

74 1  1 区 土師器 皿 8.5 （3.3） 2/12 ີ 良 灰ന 10:38/2 内֎面Ϥコφσ
75 1  5 区下層 土師器 皿 ఈ）9.2 （3.7） ఈ）5/12 ີ 良 ઙԫᒵ 7.5:38/3 内֎面Ϥコφσ
76 1 1 区 土師器 皿 4/12（ޱ 2.8 12.4 ີ ややೈ 灰 7.5:6/1 内֎面Ϥコφσ、ࢳり
77 1 1 区 土師器 皿 12.6 3.1 6/12 ີ ややೈ 灰ന 5:7/2 内֎面Ϥコφσ、ࢳり
78 1 1 区 土師器 皿 10/12（ޱ 3.0 13.0 ີ 良 にͿいᒵ 7.5:36/4 内֎面Ϥコφσ、ࢳり
79 1  2 区上層 土師器 皿 ଘ 1.6 8.8 ີ ややೈ 灰ԫ 2.5:7/2 内֎面Ϥコφσ、ࢳり
80 1  2 区上層 土師器 皿 8.4 1.3 6/12 ڧ ີ 良 灰ന 2.5:7/1 内֎面Ϥコφσ、ࢳり

81 1 1 区 土師器 皿 8.4 1.9 10/12 ີ 良 にͿいԫᒵ
7.5:37/4 内֎面Ϥコφσ、ࢳり

82 1 1 区 土師器 皿 7.7 1.5 ほぼଘ ີ 良 にͿいԫᒵ10:37/3 内֎面Ϥコφσ、ࢳり
83 1 1 区 土師器 皿 11/12（ޱ 1.5 8.5 ີ 良 灰ന 5:7/1 内֎面Ϥコφσ、ࢳり
84 1  1 区下層 土師器 皿 ଘ 1.5 8.2 ີ 良 にͿいᒵ 7.5:36/4 内֎面Ϥコφσ、ࢳり
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番号 調査区 遺構 器種 器ܗ ܘޱ 器高 ଘ 土 ম成 ৭調 調整

85 1  4 区下層 土師器 皿 ଘ 1.2 8.5 ີ 良 灰ന 10:38/2 内֎面Ϥコφσ、ࢳり
86 1 1 区 土師器 皿 ଘ 1.6 8.5 ີ 良 灰ԫ 2.5:7/2 内֎面Ϥコφσ、ࢳり
87 1 1 区 土師器 皿 ଘ 1.5 8.6 ີ ややೈ にͿいԫᒵ10:37/2 内֎面Ϥコφσ、ࢳり
88 1  3 区下層 土師器 皿 ଘ 1.5 8.5 ີ 良 にͿいԫᒵ10:37/3 内֎面Ϥコφσ、ࢳり
89 1  1 区 土師器 皿 ଘ 1.6 8.4 ີ 良 にͿいԫᒵ10:37/3 内֎面Ϥコφσ、ࢳり
90 1  5 区下層ఈ 土師器 皿 8.8 1.4 ほぼଘ ີ ややೈ にͿいԫᒵ10:37/3 内֎面Ϥコφσ、ࢳり
91 1  2 区上層 土師器 皿 8.2 3.4 6/12 ີ ややೈ ઙԫᒵ 10:38/3 内֎面Ϥコφσ、ࢳり
93 1  5 区下層 瓦器 皿 9.2 1.0 5/12 ີ 良 ҉灰 /3/0 内֎面Ϥコφσ

94 1  3 ～ 4 区下
層 瓦器 皿 8.8 1.6 2/12 ີ 良 ҉灰 /3/0 内面ϛΨΩ

95 1  4 区 瓦器 皿 9.1 2.0 10/12 ີ 良 灰 /4/0 内֎面Ϥコφσ
96 1  4 区 瓦器 皿 9.8 1.5 2/12 ີ 良 灰 /5/0 内֎面Ϥコφσ、内面ϛΨΩ
97 1  2 区下層 瓦器 皿 ଘ 1.7 8.4 ີ 良 灰 /4/0 内֎面Ϥコφσ、内面ϛΨΩ
98 1  5 区上層 瓦器 椀 13.8 5.5 4/12 ີ 良 灰 /5/0 内֎面ϛΨΩ、҉ࠐݟ文
99 1  5 区下層 瓦器 椀 14.4 5.8 6/12 ີ 良 灰 /4/0 内面ϛΨΩ・҉文

100 1  5 区下層 瓦器 椀 5/12（ޱ 4.6 14.2
ఈ）12/12 ີ 良 ҉灰 /3/0 内面ϛΨΩ・҉文

101 1  5 区 瓦器 椀 14.0 5.5 7/12 ີ 良 ҉灰 /3/0 内面ϛΨΩ・҉文
102 1  3 区下層 瓦器 椀 ଘ 5.1 14.0 ີ 良 灰 /4/0 内֎面ϛΨΩ、内面҉ࠐݟ文
103 1  5 区下層 瓦器 椀 14.6 5.3 11/12 ີ 良 灰 /4/0 内֎面ϛΨΩ、内面҉ࠐݟ文
104 1  1 区 瓦器 椀 15.0 5.7 5/12 ີ 良 灰 /4/0 内面ϛΨΩ・҉文
105 1  3 区下層 瓦器 椀 5/12（ޱ 5.5 14.4 ີ 良 ҉灰 /3/0 内֎面ϛΨΩ、内面҉ࠐݟ文
106 1  5 区上層 瓦器 椀 13.8 4.8 6/12 ີ ややೈ 灰 /5/0 内面ϛΨΩ
107 1  5 区下層 瓦器 椀 14.9 5.4 ほぼଘ ີ 良 ҉灰 /3/0 内֎面ϛΨΩ・内面҉ࠐݟ文
108 1  2 区 瓦器 椀 14.1 5.5 ほぼଘ ີ 良 ҉灰 /3/0 内֎面ϛΨΩ、内面҉ࠐݟ文

109 1 1 区 瓦器 椀 10/12（ޱ 5.2 13.8
ఈ）12/12 ີ 良 ҉灰 /3/0 内面ϛΨΩ・҉文

110 1 1 区 瓦器 椀 15.4 5.0 4/12 ີ 良 ҉灰 /3/0 内面ϛΨΩ・҉文

111 1 1 区 瓦器 椀 14.3 4.8 10/12 ີ 良 灰 /5/0 内֎面Ϥコφσ、内面ϛΨΩ・
҉文

112 1  5 区上層 瓦器 椀 15.3 5.8 3/12 ີ 良 灰 /4/0 内面ϛΨΩ・҉文
113 1  5 区下層 瓦器 椀 14.4 5.2 11/12 ີ 良 ҉灰 /3/0 内֎面ϛΨΩ・内面҉ࠐݟ文
114 1  5 区下層 瓦器 椀 14.2 5.3 8/12 ີ 良 灰 /4/0 内面ϛΨΩ・҉文
115 1  5 区下層 瓦器 椀 14.2 5.3 10/12 ີ 良 ҉灰 /3/0 内֎面ϛΨΩ、内面҉ࠐݟ文
116 1  5 区下層 瓦器 椀 14.8 4.9 ほぼଘ ີ 良 ҉灰 /3/0 内֎面ϛΨΩ、内面҉ࠐݟ文
117 1  5 区下層 瓦器 椀 14.9 5.8 7/12 ີ 良 灰 /4/0 内面ϛΨΩ・҉文
118 1  5 区 瓦器 椀 ఈ）6.6 （1.7） 3/12 ີ 良 ҉灰 /3/0 ҉文
119 1  3 区下層 瓦器 椀 ఈ）6.0 （1.5） 1/12 ີ 良 灰 /4/0 内面҉ࠐݟ文
120 1  5 区下層 瓦器 椀 14.8 5.1 6/12 ີ 良 灰 /5/0 内面ϛΨΩ・҉文
121 1  2 区 瓦器 椀 14.8 5.5 ほぼଘ ີ 良 ҉灰 /3/0 内面ϛΨΩ・҉文
122 1  5 区 瓦器 椀 15.0 5.2 4/12 ີ 良 灰 /4/0 内面ϛΨΩ・҉文
123 1  5 区下層 瓦器 椀 13.6 5.9 9/12 ີ 良 ҉灰 /3/0 内面ϛΨΩ・҉文
124 1  5 区下層 瓦器 椀 14.3 4.9 8/12 ີ 良 ҉灰 /3/0 内面ϛΨΩ・҉文
125 1 1 区 瓦器 椀 14.2 5.0 7/12 ີ 良 ҉灰 /3/0 内֎面ϛΨΩ、内面҉ࠐݟ文
126 1 1 区下層 瓦器 椀 14.4 5.2 11/12 ີ 良 灰 /4/0 内面ϛΨΩ・҉文
127 1  5 区下層 瓦器 椀 ఈ）6.8 （2.0） 3/12 ີ 良 ҉灰 /3/0 内面ϛΨΩ・҉文

128 1  1 区 瓦器 椀 14.9 5.5 7/12 ີ 良 灰 /4/0 内֎面Ϥコφσ、内面ϛΨΩ・
҉文

129 1  5 区下層 瓦器 椀 15.0 4.6 3/12 ີ 良 灰 /4/0 内֎面ϛΨΩ、内面҉ࠐݟ文

130 1  5 区下層 瓦器 椀 7/12（ޱ 6.0 13.5
ఈ）12/12 ີ 良 ҉灰 /3/0 内面ϛΨΩ・҉文

131 1  5 区下層 瓦器 椀 14.1 5.4 11/12 ີ 良 灰 /4/0 内面ϛΨΩ・҉文
132 1  5 区 瓦器 椀 15.0 5.0 3/12 ີ 良 ҉灰 /3/0 内֎面ϛΨΩ、内面҉文
133 1  5 区上層 瓦器 椀 6/12（ޱ 5.6 15.7 ີ 良 ҉灰 /3/0 内面ϛΨΩ・҉文
134 1  5 区 瓦器 椀 16.0 4.9 3/12 ີ 良 ҉灰 /3/0 内֎面ϛΨΩ、内面҉ࠐݟ文
135 1  3 区下層 瓦器 椀 14.0 5.3 6/12 ີ 良 灰 /4/0 内֎面ϛΨΩ、内面҉ࠐݟ文
136 1  3 区下層 瓦器 椀 15.8 5.4 4/12 ີ 良 ҉灰 /3/0 内面ϛΨΩ・҉文
137 1  5 区下層 瓦器 椀 14.9 5.3 7/12 ີ 良 ҉灰 /3/0 内֎面ϛΨΩ、内面҉ࠐݟ文

138 1  5 区上層 瓦器 椀 8/12（ޱ 5.7 15.4
ఈ）12/12 ີ 良 灰 /4/0 内֎面ϛΨΩ、内面҉ࠐݟ文

139 1  5 区上層 瓦器 椀 ఈ）6.3 （2.1） 3/12 ີ 良 ҉灰 /3/0 内面ϛΨΩ・҉文
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報告
番号 調査区 遺構 器種 器ܗ ܘޱ 器高 ଘ 土 ম成 ৭調 調整

140 1  5 区下層 瓦器 椀 14.2 5.8 9/12 ີ 良 ҉灰 /3/0 内֎面ϛΨΩ、内面҉ࠐݟ文
141 1  5 区下層 瓦器 椀 17.8 5.4 5/12 ີ 良 灰 /4/0 内֎面Ϥコφσ、҉ࠐݟ文
142 1  5 区上層 瓦器 椀 15.2 5.1 5/12 ີ 良 灰 /4/0 内֎面ϛΨΩ、内面҉ࠐݟ文
143 1  5 区上層 瓦器 椀 14.6 5.4 ほぼଘ ີ 良 ҉灰 /3/0 内面ϛΨΩ
144 1  3 区下層 瓦器 椀 15.2 （4.2） 6/12 ີ 良 ҉灰 /3/0 内֎面ϛΨΩ
145 1  5 区上層 瓦器 椀 14.1 5.4 ほぼଘ ີ 良 灰 /4/0 内֎面ϛΨΩ
146 1  5 区下層 須恵器 ു 28.0 （6.2） 1/12（ޱ ີ ៛ݎ 灰 /5/0 内֎回సφσ

147 1  上層 瓦質
土器 ു 39.4 （7.0） 1/12 ややૈ 良 灰 /5/0 内֎面Ϥコφσ

148 1  2 区上層 瓦質
土器 ു 42.0 （5.8） 1/12 ややૈ 良 灰 /4/0 内֎面Ϥコφσ

149 1  5 区下層 瓦質
土器 ു 41.9 （4.4） 1/12 ややૈ 良 灰 /4/0 内֎面Ϥコφσ

150 1  5 区下層 須恵器 ഋ ఈ）
11.6 （1.6） ఈ）1/12 ີ ៛ݎ 灰 /6/0 内֎回సφσ

151 1  5 区下層 須恵器 ௷ ఈ）
13.0 （1.5） ఈ）1/12 ີ ៛ݎ 灰 5:6/1 ֎面回సφσ、内面φσ

152 1  2 区上層 灰釉
陶器 ഋ 7.4 2.8 5/12 ີ ៛ݎ 灰ന 2.5:7/1 灰釉

153 1 4 区 灰釉
陶器 ௷ ఈ）8.0 （3.1） 4/12 ີ ៛ݎ 灰ന 2.5:8/1 灰釉

155 1  1 区 瓦質
土器 ᬺ 12.8 5.7 3/12 ີ 良 灰 /4/0 内֎面Ϥコφσ

156 1 瓦質
土器 Ӌז 13.4 （2.9） 2/12（ޱ ີ 良 ҉灰 /3/0 ֎面Ϥコφσ

157 1  4 区下層 土師器 土 3.65 1.2 ଘ ີ 良 ୶ᒵ 2.5:37/4 φσ
158 1  4 区下層 土師器 土 3.6 1.0 ଘ ີ 良 灰ന 10:38/2 φσ

159 1  3 区上層 ੨ന磁 ߹子 5.6 1.5 1/12 ਫ਼良 ៛ݎ
໌緑灰 7.5(:8/1（֎
面）灰ന 10:8/1（内
面）

内֎面施釉

160 1  2 区上層 ੨磁 ߹子 6.8 1.7 2/12 ਫ਼良 ៛ݎ ໌緑灰 5(7/1（֎面）
　灰ന 5:8/2（内面）内֎面施釉

161 1  2 区下層 ੨ന磁 皿 4.0 （1.7） 2/12 ਫ਼良 ៛ݎ ໌੨灰 5#(7/1 内֎面施釉
162 1  2 区上層 ന磁 ௷࢛ࣖ ਫ਼良 ៛ݎ 灰ന 7.5:7/1 ֎面施釉
163 1  4 区下層 ੨磁 皿 11.1 2.3 10/12 ਫ਼良 ៛ݎ 灰Φリーϒ 7.5:6/2 内֎面施釉
164 1  3 区上層 ੨磁 皿 11.8 2.4 2/12 ਫ਼良 ៛ݎ 灰Φリーϒ 7.5:6/2 内֎面施釉、ಉ安༼系
165 1  4 区上層 ੨磁 椀 16.0 （4.5） 1/12 ڧ ਫ਼良 ៛ݎ 灰Φリーϒ 5:6/2 内֎面施釉、ಉ安༼系
166 1  2 区上層 ന磁 椀 18.0 （4.1） 2/12 ਫ਼良 ៛ݎ ઙԫ 5:7/3 内֎面施釉
167 1  2 区上層 ੨磁 皿 12.0 （1.9） 1/12 ਫ਼良 ៛ݎ Φリーϒ灰 10:6/2 内֎面施釉、ཾઘ༼系
168 1  4 区上層 ੨磁 椀 16.0 （3.5） 3/12（ޱ ີ ៛ݎ 灰Φリーϒ 5:6/2 内֎面施釉
169 1 1・2 区 ന磁 皿 9.8 2.3 6/12 ਫ਼良 ៛ݎ 灰ന 10:8/1 内֎面施釉
170 1 1・2 区 ന磁 椀 17.0 （4.8） 2/12 ऑ ਫ਼良 ៛ݎ 灰ന 5:7/1 内֎面施釉
171 1 1・2 区 ന磁 椀 15.4 （2.4） 1/12 ਫ਼良 ៛ݎ 灰ന 5:7/2 内֎面施釉
172 1  5 区 ന磁 椀 13.0 （1.7） 1/12 ਫ਼良 ៛ݎ 灰ന 5:7/2 内֎面施釉
173 1 1 区 ന磁 椀 12.8 （2.7） 1/12 ਫ਼良 ៛ݎ 灰ന 10:8/1 内֎面施釉
174 1  3 区上層 ന磁 椀 18.0 （3.0） 1/12 ਫ਼良 ៛ݎ 灰ന 5:7/2 内֎面施釉
175 1  4 区 ന磁 ௷ ఈ）6.0 （2.1） 6/12 ີ ៛ݎ 灰ന 10:7/1 内面施釉
176 1 1・2 区 ന磁 椀 ఈ）7.4 （1.9） ఈ）5/12 ີ ៛ݎ 灰ԫ 2.5:7/1 内面施釉

177 1  3・4 区下
層 ന磁 椀 ఈ）7.3 （2.9） 4/12 ਫ਼良 ៛ݎ 灰ന 10:8/1 内面施釉

179 1  2 区上層 ന磁 椀 ఈ）6.2 （2.9） ఈ）6/12 ີ ៛ݎ 灰ന 7.5:7/1 内֎面施釉
180 1  3 区下層 ੨磁 椀 10.0 （4.4） 5/12 ऑ ਫ਼良 ៛ݎ ໌緑灰 10(:7/1 内֎面施釉

181 1  2 区上層 瓦 平瓦 ଘ長
8.8

ଘ
幅 9.3 灰 /4/0

182 1  2 区上層 瓦 平瓦 ଘ長
6.8

ଘ
幅 5.3 灰 10:36/1

183 1  2 区上層 瓦 平瓦 ଘ長
̑

ଘ
幅 4.8 灰ന 7.5:7/1
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今回の調査は、府道上久世石ݟ上ཬઢのࡂ・安全ަۚ事業に伴い、京都府Ե܇土事所

のґཔをडけて実施した。調査地は、京都府向日市寺戸町久々相にあって、̧̟向日町Ӻ前から

北およそ200m、府道石ݟ上ཬઢ（چ西国֗道）に沿うࡉ長い調査地である。ඪ高は約18mを測

るԭ積地である。

なお、平面ਤなどで༻した࠲ඪ値は日本測地系国土࠲ඪ第ᶜ系である。

ҭҕһ会、公益財団法人向日市埋蔵文化財センタڭҭҕһ会、向日市ڭ業中は、京都府࡞地ݱ

ーからは有ҙٛなごࣔڭ・ごྗڠをࣀった。৺よりྱޚਃし上͛たい。なお、調査にかかるඅ༻

は全ֹ、京都府Ե܇土事所がෛ୲された。

ʤ調査ମ੍ʥ

ฏ�6調査

࢘調査ऀ　調査՝長　　　　　　　　　　　石井ਗ਼ݱ

࠸長　　　　　　中調査୲ऀ　調査՝調査第１ݱ

　　　　　　　　　　ಉ　　主査　　　　　　　　黒坪一樹

調ɹ査ɹɹॴɹ向日市寺戸町久々相

調ɹ査ɹظɹؒɹ平成27年１月22日～３月̑日

調ɹ査ɹ໘ɹੵɹ160㎡

ฏ��ཧ報告

ཧ報告ऀ　調査՝長　　　　　　　　　　　有井広幸

ཧ報告୲ऀ　調査՝՝長ิ݉ࠤ調査第１長　ࡉ߁

　　　　　　　　　　ಉ　　主査　　　　　　　　黒坪一樹

̎ ɽٱ ʑ ૬ 遺 跡 ͷ ա ڈ ͷ 調 査
久々相遺跡は、長岡京跡の北東にྡする地Ҭに当たり、ʮ北ԓʯのଘ在する地Ҭとਪఆされ

ている。これまでの主な調査成Ռにͭいてみておく。

第１次調査は、今回調査地の南側の̧̟向日町Ӻの北西ྡ地である。この調査において、飛

鳥～奈良時代の掘立柱建物３౩、長岡京期のಉ建物１౩、平安時代のಉ建物３౩さらにྻࡤ、溝、

土坑、井戸といったݦ著な遺構群が検出された
ㅭ㉅１ㅮ

。長岡京Ҭのほぼ北にྡする当地が、長岡京期
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前後からかなり։発・整備されていたことから、ٶҬの北方にల։するʮ北ԓʯ関連施設のՄ

性がࢦఠされた。この長岡京期の建物群は、北にԆ৳する東一坊େ路に面し、条ཬに規੍された

方֗ܗ区内にల։するものとධՁされている。

第２次およͼ３次調査では、主に古墳時代後期の遺物包含層が確認されている。

第４次調査では、奈良時代から平安時代にかけての南北࣠に沿ったྻࡤが２間検出されてい

る
ㅭ㉅２ㅮ

。

今回の調査地東側にあたる第5・6次調査でもେきな成Ռがあがった。̑次調査で東一坊େ路の

Ԇ৳部で東西྆側溝が検出された
ㅭ㉅３ㅮ

。そして西側溝が調査区の南北２ｍ内の一部の検出であったた

め、ेな確認をしておくඞ要性から第̒次調査が実施され、東一坊େ路Ԇ長道路の 東側溝

（4%505）およͼ西側溝

（4%507）が໌らかとな

った
ㅭ㉅４ㅮ

。

第̓次調査では、古

墳時代前期から中世に

かけてのʮ古寺戸ʯ

のچՏ道、長岡京期か

ら中世の؛ޢ施設など

が検出された
ㅭ㉅̑ㅮ

。出土遺

物として長岡京期の緑

釉陶器がまとまって出

土したことが注目され

た。

第10・11次調査では、

第10次調査区の東側で

東一坊େ路Ԇ長道路東

側溝がここでも検出さ

れた
ㅭ㉅̒ㅮ

。この溝の埋ա

ఔやਖ਼確な規模を確認

するため、拡ு区とし

て第11次調査が実施さ

れた。東側溝のほか、

拡ு区からはچ西国֗

道にซする溝が確認

された。

以上のように、久々 第１ਤ　調査地位置ਤ　（1/3,0000）
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第２ਤ　طԟの調査地位置ਤ（ਤ中数ࣈは調査次数）　　
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相遺跡は長岡京Ҭのほぼ北側にྡする位置にあることから、ʮ北ล条坊ʯのఆに象徴される

ように、長岡京期の条坊をはじめとする建物群などの整備状گが注目されるॏ要遺跡とい͑る。

実ࡍ、久々相遺跡第̑・̒次およͼ第10・11次調査において、東一坊େ路のԆ長部で東西側溝が

かっている。さらに、पลの野田遺跡（第10次）、मཧ式遺跡（第̕次）さらにେᤵ遺跡においͭݟ

てもԆ長する東ೋ坊坊間西小路や東三坊େ路の側溝が確認されている。

今回の調査は久々相遺跡の第12次調査になる。南北に長い調査区であるため、道路側溝などの

条坊に関わる遺構の検出が期された。

̏ ɽج ຊ  ং
り土をॏ機でআڈすると、第１層である灰৭（10:34/1）シルトがあらわれる。この層は ・ۙ

が堆（代চ土ݱ・ۙ）৭（10:35/2）シルト土とみられる。その下層に第１�層の灰ԫ࡞ߞ代のݱ

積している。

第２層はԫ৭（2.5:5/3）೪土で、中世の土器を含む遺物包含層である。北側でബく確認され、

北では部తな検出状گとなる。瓦器椀のࡅยがएׯみられる。

第３層は灰Φリーϒ（̑:5/2）೪質土で、この層は溝̨̙１の北側でのみ確認される。長岡京

期以前の層で、奈良時代の須恵器を包含する層である。

第４層は、にͿいԫ৭（10:35/4）ཻࡉۃ砂ࠞじりシルトである。২物のࠜܪを含む層にమ

が఼し、全ମにやや৭をଳͼ、南側にいくほどڧくなる。この層は遺構検出面で、溝およ

ͼ柱穴群はこの層から掘りࠐまれている。ܡچのՏ堆積層（第̑～̓層）の検出された中間部

をআき、南北に広く堆積している。

第̑層は、҉৭（10:33/4）砂、第̒層は灰ԫ৭（10:34/2）ࡉۃ砂、第̓層は৭

（7.5:34/4）೪質ࡉۃ砂は、Տ堆積による砂・ࡉۃ砂である。斜めにޓ層となってྲྀれࠐん

だ状گをఄしている。これらはܡچݯىのՏ堆積による砂層で、ਂく堆積しているとࢥわ

れる。久々相遺跡第１次調査で第４̱層とされた層に当たるとࢥわれ、पลに広く෴っている堆

積層である。第̑層～第̓層中から、出土遺物は確認できなかった。

̐ ɽݕ ग़ 遺 ߏ
今回の遺構は調査地北側と南側から検出された。北側では溝̕条、南側では柱穴18基である。

中間部ではՏ堆積による砂が遺構検出面とほぼಉじレϕルで検出された。したがってこの中

間部は当時の地ܗが高まりをもっていたとみられる。第̑層の上面で第４層が部తにごくബく

ଘしているのが確認されることから、かͭてはこの中間部にも奈良・平安時代の遺構はଘ在し

ていたՄ性はあるが、今回、そのࠟ跡をଊ͑ることはできなかった。

検出遺構を北からॱに報告する。

溝̨̙１は今回検出した࠷େ幅の溝である。東西࣠に対しେきく振れ、&ʵ30°ɻ /となる。北

東から南西方向にのͼる溝である。長さ２ｍ、幅1.5ｍ、ਂさ0.05～0.1ｍを検出している。埋土
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は҉灰ԫ（2.5:5/2）シルトである。एׯ、砂のྲྀれࠐみも確

認される。ਂさのଘ状گから、ほとんど溝のఈ部ۙをଊ

͑たものとい͑る。須恵器と土師器が整ཧശにして３ശ文出

土した。ほとんどは須恵器である。土器以֎の遺物は出土し

ていない。整ཧに伴うഁย߹࡞業を経て、全なܗଶをと

どめるものはないことから、༻によるഁଛ品をഇغしたの

であろう。

須恵器の֖およͼഋ̗などのܗଶからみて、奈良時代の̔

世ل前から中ࠒ、平ٶ土器ᶘซ行期である。

溝̨̙３はਅ東西方向の溝である。長さ1.75ｍ、幅0.25～

0.35ｍ、ਂさ0.06mの検出である。埋土は　҉灰ԫ（2.5:5/2）シ

ルトである。出土遺物はなかった。小規模な溝で、条坊側溝

や集落の区画溝とは考͑られない。

溝̨̙４は北西から南東に、東西࣠からେきく振り、8ʵ

44°ɻ /である。長さ３ｍ、幅0.35～0.45ｍ、ਂさ0.08mの検出

である。埋土は҉灰ԫ（2.5:5/2）シルトである。溝断面ܗは̪

。で、溝̨̙３とൺֱしてਂい。遺物の出土はみられないܗࣈ

溝̨̙̑はਅ東西方向にる溝で、長さ2.1ｍ、幅0.2～0.3ｍ、

ਂさ0.1～0.15mを検出した。埋土は҉灰ԫ（2.5:5/2
シルトで

ある。溝̨̙４をյして掘られている。溝断面は6ܗࣈで、

ある。出土遺物は、須恵器の小ย１点のみである。この土器

から໌確な時期はわからない。

溝̨̙̒は東西方向の溝である。ఈが中間部でり上がっ

ている。長さ1.35ｍ、幅1.1ｍ、ਂさ　0.05～0.18mである、埋

土は҉灰ԫ（2.5:5/2）シルトである。出土遺物には第̕ਤ35・

36の須恵器ᆵޱԑ部およͼఈ部、ᙈମ部の小ย１点、土師器

小ย３点がある。須恵器ᆵのഁยから、奈良時代後のもの

とࢥわれる。

溝̨̙̓は東西方向の溝である。長さ0.96ｍ、幅0.2ｍ、ਂ

さ0.05mを測る。ଘ状گはѱく、東はઙくなってফ໓して

いる。埋土は҉灰ԫ（2.5:5/2）シルトである。出土遺物は須恵

器小ย１点のみである。

溝̨̙̔は東西方向にる溝であるが、やや北東側にۂが

っていく༷相をみせる。長さ1.44ｍ、幅0.25ｍ、ਂさ0.05mを

測る。埋土は҉灰ԫ（2.5:5/2）೪土である。須恵器ᙈ、ഋなど第４ਤ　トレンチ全ମਤ　　
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の小ย15点、製塩土器小ย２点などとともに、土師器のᙈのख１点、瓦器椀小ย1点、Ӌזの

。１点なども出土しており、鎌倉時代以߱の中世溝とい͑る٭

溝̨̙̕は東西方向の溝である。長さ1.85ｍ、幅0.15～0.3ｍ、ਂさ0.04～0.08ｍを測る。埋土は

҉灰ԫ（5.2:5/2）シルトである。出土遺物は須恵器ᙈのޱԑ部（第̕ਤ38）およͼ須恵器の小ย̓

点、土師器小ย３点がある。出土土器から໌確な時期はわからない。

溝̨̙10は北西から南東方向の溝である。東西࣠から北35°振る。8ʵ35°ʕ/である。長さ

2.4ｍ、幅0.5 ～0.75ｍ、ਂさ0.1ｍの検出である。埋土は҉灰ԫ（2.5:̑/2）シルトおよͼ東側は

灰（10:3̑/1）೪土である。断面ܗは6ܗࣈである。出土土器は飛鳥時代の部内面にいか͑

りをもͭ須恵器֖の小ย１点、༻్ෆ໌の板状銅製品が１点出土した。この須恵器֖のܗଶは飛

鳥・౻原編年の飛鳥ᶙซ行期とࢥわれるが、これ１点のみで、その他の遺物がۇগのなかで本溝

の時期を確ఆすることはできない。

調査区南側で検出した柱穴は߹計18基である。柱穴の埋土はにͿいԫ৭（10:3４/3）シルト

や灰ԫ৭（10:3̑/2）ૈ 砂ࠞじりシルトなど、くすんだԫ灰৭系である。こ͛茶৭のϚンΨン

ཻを多く含む。平面ܗがԁܗのものは10基ある。ܘは0.25～0.35ｍ、ਂさは0.05Dm～0.13ｍの

、のものよりେきく長࣠0.55～0.65ｍ、࣠0.5～0.6ｍܗのものは４基ある。ԁܗりである。ପԁ

をもͭなど部にۙいもの４基あるが、り߹い関ܗଘのਂさは0.25～0.33ｍを測る。۱ؙ方

తな検出である。一ล0.45～0.5ｍほどで、ଘのਂさ0.08～0.18ｍを測る。これらの柱穴群を

第̒ਤ　溝̨̙１土器出土状گਤ　　
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検出したトレンチ南側の幅はڱく、これらの柱穴が掘立

柱建物やྻࡤを構成するかどうかは判断できない。

これらの柱穴からの出土遺物のྔはগない。柱穴̨̥

12およͼ柱穴̨̥15からは時期のわかる須恵器֖が出土

したが、その他の柱穴から須恵器の出土はほとんどなく、

土師器の小ยが多い。柱穴̨̥12と柱穴̨̥15の須恵器

֖は、飛鳥時代から奈良時代にかけてのものである。柱

穴̨̥12は۱ؙ方ܗにۙいପԁܗで、長࣠0.6ｍ、࣠約

0.5ｍ、ਂさ0.26ｍを測る。ܗ状から南北࣠の掘立柱建物

と構成するՄ性がある。柱ࠟ部から須恵器֖のഁย1

点とፏ平な೪板ؠの石１ࡐ点が出土した。須恵器֖のܗ

ଶから、̔世ل前で平ᶘซ行期のものである。

柱穴̨̥15もପԁܗのものである。長࣠0.62ｍ、࣠0.48ｍ、ਂさ0.33ｍで、か͑りをもͭ須

恵器֖のഁยが１点出土した。飛鳥・౻原編年の飛鳥ᶙซ行期（̓世ل第３࢛期）とみられる。

ただし溝̨̙10とಉ༷に、この須恵器֖１点のみであることや、柱穴̨̥12では平ᶘซ行期の

須恵器֖を出していることからみて、時期幅はগし広くଊ͑ておくきであろう。

調査区中間部は、遺構面をܗ成している第４層のଘを部తにଊ͑たが、遺構は確認できな

かった。ૈい砂がਂく堆積しているのみである。出土遺物はない。

̑ ɽग़  遺 
出土遺物はコンςφ整ཧശにして7ശのྔである。溝およͼ柱穴などの遺構面ਫ਼査中に出土し

たものが多い。

遺構内出土遺物では、̨̙１からのものがほとんどである。溝̨̙１だけで、コンςφ整ཧശ

３ശある。なお、須恵器の出土状گを確認したとಉ時に、断面およͼ平面で本溝の྆ݞの検出

にめたが、ఈۙくのઙいଘ状گであったことや、検出面と溝埋め土の相ࣅから溝ϥΠンの検

出にྀۤした。溝ϥΠン検出前に出土した須恵器にͭいては、出土レϕルおよͼ確実に溝のൣғ

内であることを確認して溝̨̙１出土とした。

その他の溝、柱穴から出土した遺物には、須恵器・土師器などの土器類（溝̨̙10、柱穴̨̥

12、柱穴̨̥15、柱穴面ਫ਼査中）、板状銅製品（溝̨̙10）がある。時期を特ఆできるものを含め

てগない。

̍ʣ4%̍ߔग़遺（第̔ਤ）

１～̓は須恵器֖である。ܘޱは16～17Dm、器高1.1～2.75Dmを測る。１は部内面にいか

͑りをもͭ須恵器֖である。10.8ܘޱDm、器高1.95Dmを測るほぼܗ品である。ๅचͭまみを

もち、֎部上面は回సέズリ、その他は回సφσである。部のか͑りはいものである。飛鳥

時代（飛鳥ᶙซ行期）のものである。２～̒はፏ平なๅचͭまみがషりけられ、̓を含めて部

第̓ਤ　柱穴̨̥12平面・断面ਤ　　
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第̔ਤ　遺物実測ਤ（１）　
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をંりฦしている須恵器֖である。３・４・̒は部平ୱ面からޱԑ部にかけてやや֯度をもち、

ਹ高となっている。３は֎面に҉緑৭のࣗવ釉がかかる。̔世ل前から中ࠒの平ᶘ～ᶙซ行

期のものであろう。

̔～16はషりけ高を有する須恵器ഋ#である。ఈ部からޱԑ部のるものでみると、ܘޱ

は12～16Dm、器高は3.5～4.4Dmまである。高のき方が、ఈ部のやや内側に८っているのが

特৭である。ޱԑ部はઌࡉりにؙくおさめられている。須恵器֖１～̓に対Ԡする平ᶘ～ᶙ

ซ行期である。

17～25はഋ"である。ޱԑ部のେきさは、12～14.2Dm、器高は３～４Dmまでのものである。

。ԑ部はؙく収められる。23は他のものより部を֎させているޱ

26は須恵器ുである。14.3ܘޱDm、ଘ高4.75Dmを測る。回సφσにより成ܗされ、ޱԑ部

は内しややංްさせている。

27～29は須恵器ᆵのޱԑ部（27）およͼମ部下（28、29）である。27は16ܘޱDmでޱԑをԣφ

σによりେきく広͛、部は面をもͭ。28は高10.4ܘDmを測る。回సφσによる成ܗである。

ᆵの29はషりけ高の12.5ܘDmを測る。౿んுったܗଶである。

30は໌৭の৭調のʮくʯのޱܗࣈԑをもͭ土師器ᙈである。13.5ܘޱDm、ଘ高4.9Dmである。

ମ部֎面にૈいॎ方向のϋέ、ମ部内面にࡉかなϋέがみられる。

31・32は須恵器ᙈのޱԑ部である。31は39ܘޱDmを測る。中間部にૈ末な状文を部తに

とどめている。32は28ܘޱDmを測る。

33は須恵器ുで、ؙみをଳͼたମ部からޱԑ部が؇やかに۶ۂする。24.7ܘޱDm、ଘ高

6.4Dmを測る。

34は布目平瓦の断ยである。ଘ長さ13.5Dm、布目およͼೄ目をݦ著にとどめる。

̎ʣͦ ͷଞͷ遺ߏग़遺（第̕ਤ）

35は須恵器ᆵのޱԑ部ยである。16ܘޱDmを測る。ম成はݎ៛である。回సφσによりେき

第̕ਤ　遺物実測ਤ（２）　
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く։く。内面にࣗવ釉がかかる。溝̨̙̒出土。36はுりけ高をもͭ須恵器ᆵのఈ部である。

回సφσによる成ܗである。35・36は̨̙̒からの出土である。溝̨̙̒出土。

37は須恵器֖のޱԑ部ยである。෮14.1ܘޱݩDm、ଘ高1.5Dmを測る。回సφσで部内側

にいか͑りがく。飛鳥時代のもので、溝̨̙10 からの出土である。

38は溝̨̙̕から出土した須恵器ᙈのޱԑ部である。෮31ܘޱݩDmである。

39は柱穴̨̥12から出土した須恵器֖である。16.7ܘޱDm、器高1.1Dmを測り、ፏ平で部を

ંり͛ۂている。全ମにްみのあるものである。長岡京期以前の奈良時代のものである。

40は柱穴̨̥15から出土した須恵器֖ยである。෮12.2ܘޱݩDm、ଘ高2.75Dmである。小

。डけのか͑りを内側にもͭ須恵器֖̜である。飛鳥１期ซ行するݟで、長いܕ

41は須恵器ᆵのఈ部からମ部立ち上がりのഁยである。ఈ部10ܘDmである。柱穴̨̥16内か

ら出土した。

42は須恵器֖のޱԑ部である。෮10.4ܘޱݩDmを測る。ਹ高のମ部で、内側にडけのか͑

りをもͭ。飛鳥ᶘ期にซ行するものであろう。柱穴検出面のਫ਼査中に出土したものである。

43はషりけ高をもͭ須恵器ᆵの下部である。高̓ܘDmを測る。44は須恵器ᆵのޱԑ

の断ยである。42と44は柱穴面ਫ਼査中に出土した。

45はፏ平な板状の銅製品で溝̨̙10から出土した。ബい質部の内にはさんでいたようである。

長さ10.4 Dm、幅1.6 Dm、ްさ0.4 Dm を測る。これにͭいてはอଘॲཧを実施した。

̒ ɽ· ͱ Ί
今回の調査では、調査区の北側で溝9条、南側で柱穴18基を検出した。中間部は土地がོىし

ていたため、後世の平をडけており遺構・遺物は検出できなかった。

溝には東西方向のもの（̨̙３、̨̙̑、̨̙̒、̨̙̓、̨̙̔、̨̙̕）、東西࣠から֯度

を振るもの（̨̙１、̨̙４、̨̙10）がある。そして東西方向の溝がより新しい。溝の時期であ

るが、溝̨̙１は̔世ل前から中ࠒ（平ᶘซ行期）、溝̨̙10は飛鳥時代（飛鳥ᶙ期）、溝̨̙

̔は中世（鎌倉時代）のものである。その他の溝は遺物がݟられなかったり、ඇৗにগなく໌確で

はない。

中世の溝̨̙̔以֎の溝はすて飛鳥時代から奈良時代にଐする。また、いずれの溝もଘの

ਂさは0.1ｍから0.02ｍとඇৗにઙい。道路の側溝と考͑られるものはない。その他のઙい皿状お

よͼശܗのもの（̨̙３、̨̙̒、̨̙̓、̨̙̔、̨̙̕）は、ാのܗ成にともなうものであ

ろう。

柱穴はԁܗのもの、ପԁܗのもの、۱ؙ方ܗのものがある。調査区がڱく、建物やྻࡤ等のந

出はできなかった。ପԁܗの柱穴̨̥12、柱穴̨̥15などはଘ状ଶもよく、時期のわかる須恵

器֖が出土した。柱穴̨̥12は奈良時代前の、柱穴̨̥15は飛鳥時代の須恵器֖であるが、１

点ずͭであり、これをもってਖ਼確な時期は͑ݴない。柱穴群全ମで、飛鳥時代（飛鳥ᶙซ行期）か

ら奈良時代（平ᶘซ行期）にかけてのものとしておきたい。
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久々相遺跡のこれまでの主な成Ռとともに、久々相遺跡の北側に広がるमཧ式遺跡の調査成Ռ

もॏ要である。この遺跡では、第10次調査において、東一坊େ路とަࠩするେ路ڃ幅の道路側溝

が検出された
ㅭ㉅̓ㅮ

。北一条େ路とこのେ路ڃの道路との間を̔町でׂりけた෮ݩҊもఏࣔされて

いる
ㅭ㉅̔ㅮ

。しかしながら、今回の調査成Ռは飛鳥時代から奈良時代の溝およͼ柱穴群の検出であり、

長岡京期以前のものとい͑る。条坊の側溝と考͑られる出土遺物をともなうਂい溝は検出できな

かった。今回の調査成Ռは、長岡京期以前の土地ར༻のあり方を考͑ていく一ࡐྉとなろう。

注１　ᅳ下多ඒ樹2003ʮ久々相遺跡第１次（7",#,(地区）～久々相遺跡南部～発掘調査報告ʯh 向日市埋蔵

文化財調査報告書第60集　久々相遺跡・中ւ道遺跡ʱ財団法人向日市埋蔵文化財センター

注２　中ౡ৴2000ʮ久々相遺跡第４次調査（7",#66地区）～久々相遺跡中央部～ʯh 財団法人向日市埋蔵

文化財センター年報　都11ʱ財団法人向日市埋蔵文化財センター

注３　ക本߁広2000ʮ久々相第̑次（̓",#66ʕ２地区）～久々相遺跡北部～発掘調査֓要ʯh 向日市埋蔵

文化財調査報告書　第50集ʱ財団法人向日市埋蔵文化財センター

注４　ക本߁広2006ʮ久々相遺跡第̒次（7",#66ʕ３地区）～久々相遺跡北部～発掘調査報告ʯh 向日市埋

蔵文化財調査報告書第70集　久々相遺跡・मཧ式遺跡・南条遺跡ʱ財団法人向日市埋蔵文化財セン

ター

注̑　中௩良ほか2002ʮ久々相遺跡遺跡第̓次（7",#:T地区）～久々相遺跡西ԑ、長岡ٶʮ北ԓʯ～発掘

調査報告ʯh 向日市埋蔵文化財調査報告書第57集　長岡京跡・久々相遺跡ʱ財団法人向日市埋蔵文化

財センター

注̒　ക本߁広2004ʮ久々相遺跡第10・11次ʯh 向日市埋蔵文化財調査報告書第62集（第３冊）ɦ 財団法人

向日市埋蔵文化財センター　

注̓　ക本߁広2006ʮमཧ式遺跡第10次（3/4#T%地区）～मཧ式遺跡北部～発掘調査報告ʯh 向日市埋蔵文

化財調査報告書　第71集ʱ財団法人向日市埋蔵文化財センター

注̔　ക本߁広2014ʮ長岡京の条坊施ൣғとӦ計画ʯʮ平成24年度公益財団法人向日市埋蔵文化財セン

ター　年報　都25ʯ公益財団法人向日市埋蔵文化財センター
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報告
番号 遺構 器種 器ܗ ܘޱ 器高 ଘ 土 ম成 ৭調 ֎面

1 4%1 須恵器 ֖ 10.8 （2.0） 11/12 ີ ៛ݎ ໌੨灰৭ 51#7/1 ֎面回సέズリ、回సφσ。
内面回సφσ

2 4%1 須恵器 ֖ 15.9 1.9 6/12 ີ ៛ݎ 灰ന৭ /7/0 ֎面回సέズリ、回సφσ。
内面回సφσ

3 4%1 須恵器 ֖ 17.2 2.1 7/12 ີ ៛ݎ 灰ന৭ /7/0 ֎面回సέズリ、回సφσ。
内面回సφσ

4 4%1 須恵器 ֖ 16.5 2.7 4/12 ີ ೈ 灰৭ 5:5/1 ֎面回సέズリ、回సφσ。
内面回సφσ

5 4%1 須恵器 ֖ 3/12（ޱ 2.8 16.4 ີ ៛ݎ 灰ന৭ /7/0 ֎面回సέズリ、回సφσ。
内面回సφσ

6 4%1 須恵器 ֖ 3/12（ޱ 2.3 15.7 ີ ややೈ ໌੨灰৭ 51#7/1 ֎面回సέズリ、回సφσ。
内面回సφσ

7 4%1 須恵器 ֖ 16.1 （2.1） 3/12（ޱ ີ ៛ݎ ໌੨灰৭ 51#7/1 ֎面回సέズリ、回సφσ。
内面回సφσ

8 4%1 須恵器 ഋ ఈ）11.8 3.4 ఈ）7/12 ີ ៛ݎ ໌੨灰৭ 51#7/1 回సφσ
9 4%1 須恵器 ഋ 2/12（ޱ 4.1 15.5 ີ ៛ݎ 灰ന৭ /7/0 回సφσ
10 4%1 須恵器 ഋ ఈ）11.8 （1.7） ఈ）10/12 ີ ៛ݎ 灰ന৭ /7/0 回సφσ
11 4%1 須恵器 ഋ ఈ）11.4 （2.1） ఈ）3/12 ີ ៛ݎ 灰ന৭ /7/0 回సφσ
12 4%1 須恵器 ഋ ఈ）10.5 （1.6） ఈ）12/12 ີ ៛ݎ ໌੨灰৭ 51#7/1 回సφσ
13 4%1 須恵器 ഋ ఈ）9.7 （2.1） ఈ）4/12 ີ ៛ݎ 灰৭ /6/0 回సφσ
14 4%1 須恵器 ഋ 2/12（ޱ 4.4 15.1 ີ ៛ݎ 灰ന৭ /7/0 回సφσ
15 4%1 須恵器 ഋ 13.6 3.5 10/12 ີ ややೈ 灰ന৭ /7/0 回సφσ
16 4%1 須恵器 ഋ 12.0 3.6 ఈ）6/12 ີ ៛ݎ ໌੨灰৭ 51#7/1 回సφσ
17 4%1 須恵器 ഋ 12.1 3.9 8/12 ີ ៛ݎ ੨灰৭ 51#6/1 回స φσ
18 4%1 須恵器 ഋ 12.6 3.6 9/12 ややૈ 良 灰৭ /6/0 回సφσ
19 4%1 下層 須恵器 ഋ 12.4 （3.8） 3/12（ޱ ややૈ 良 灰৭ /6/0 回సφσ
20 4%1 須恵器 ഋ 5/12（ޱ 3.8 13.4 ີ ややೈ 灰ന৭ /7/0 回సφσ
21 4%1 須恵器 ഋ 5/12（ޱ 3.8 14.2 ີ ៛ݎ ໌੨灰৭ 51#7/1 回సφσ
22 4%1 須恵器 ഋ ఈ）9.4 （2.5） ఈ）4/12 ややૈ 良 灰ന৭ /7/0 回సφσ
23 4%1 須恵器 ഋ 12.4 （3.0） 2/12（ޱ ີ ៛ݎ ໌੨灰৭ 51#7/1 回సφσ
24 4%1 須恵器 ഋ 12.2 （3.4） 2/12（ޱ ややૈ 良 ੨灰৭ 51#6/1 回సφσ
25 4%1 下層 須恵器 ഋ 13.7 （3.6） 1/12（ޱ ີ ៛ݎ 灰ന৭ /8/0 回సφσ

26 4%1 須恵器 ു 14.3 （4.8） 3/12（ޱ ີ ៛ݎ 灰ന৭ /7/0 ֎面回సέズリ、回సφσ。
内面回సφσ

27 4%1 須恵器 ᆵ 16.0 （2.8） 2/12（ޱ ີ ៛ݎ 灰ന৭ /7/0 回సφσ
28 4%1 須恵器 ᆵ ఈ）10.4 （7.2） ఈ）6/12 ີ ៛ݎ 灰৭ /4/0 回సφσ
29 4%1 須恵器 ᆵ ఈ）12.5 （6.3） ఈ）1/12 ີ ៛ݎ 灰ന৭ /7/0 回సφσ
30 4%1 土師器 ᙈ 13.5 （4.9） 1/12（ޱ ૈ 良 にͿい৭ 7.5:36/3 φσ
31 4%1 須恵器 ᆵ 39.0 （5.0） 1/12 ີ ៛ݎ 灰ന৭ /7/0 回సφσ
32 4%1 須恵器 ᙈ 28.0 （3.4） 1/12（ޱ ີ ៛ݎ 灰ന৭ /7/0
33 4%1 須恵器 ു 24.7 （6.4） 1/12（ޱ ີ 良 灰ന৭ /7/0
34 4%1 平瓦 ૈ 良 灰৭ /5/0 ೄ目　布目
35 4%6 須恵器 ᆵ 16.0 （1.7） 1/12（ޱ ີ ៛ݎ ԫ灰৭ 2.5:5/1 回సφσ

36 4%6 須恵器 ഋ ఈ）
11.6） （2.2） ఈ）2/12 ີ 良 灰ന৭ /7/0 回సφσ

37 4%10 須恵器 ֖ 14.1 （1.5） 1/12（ޱ ີ ៛ݎ 灰ന৭ /7/0 回సφσ
38 4%9 須恵器 ᙈ 31.7 （2.3） 1/12（ޱ ີ ៛ݎ 灰ന৭ /7/0 回సφσ

39 4112 須恵器 ֖ 16.7 （1.1） 3/12（ޱ ີ ៛ݎ 灰ന৭ /7/0 ֎面回సέズリ、回సφσ。
内面回సφσ

40 4115 須恵器 ֖ （12.2） （2.8） 2/12（ޱ ີ ៛ݎ 灰ന৭ /8/0 ֎面回సέズリ、回సφσ。
内面回సφσ

41 4116 土師器 ఈ）10.0 （3.4） ఈ）3/12 ີ ೈ 灰ന৭ 5:38/1
42 柱穴面 須恵器 ֖ 10.4 （1.8） 1/12（ޱ ີ 良 灰ന৭ /7/0 回సφσ
43 柱穴面 須恵器 ു ఈ）7.0）（4.0） ఈ）1/12 ややૈ 良 灰৭ /6/0 回సφσ
44 柱穴面 須恵器 ᙈ （4.5） 1/12（ޱ ີ 良 灰৭ /6/0

ද１　久々相遺跡遺物؍ද　　
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遺跡第̐次　図版第ాࠇాࢁ 1

（1）

（2）

（3）

（1）調査前全景（南西から）

（2）τϨϯν掘削状況（北東から）

（3）ୈ１～３άϦου調査状況
（北東から）



遺跡第̐次　図版第ాࠇాࢁ 2

（1）

（2）

（3）

（1）ୈ１άϦου中ੈ遺ߏ面
（北東から）

（2）ୈ１άϦουୈ７
遺物出土状況�（北東から）

（3）ୈ１άϦουԼ調査
（南東から）



遺跡第̐次　図版第ాࠇాࢁ 3

（1）

（2）

（3）

（1）ୈ１ʵ̎άϦου調査状況
（南東から）

（2）ୈ̎άϦου中ੈ遺ߏ面
（北東から）

（3）ୈ̎άϦουԼ調査�
（北東から）



遺跡第̐次　図版第ాࠇాࢁ 4

（1）

（2）

（3）

（1）ୈ̎ʵ̎άϦου調査状況�
（南西から）

（2）ୈ３άϦου中ੈ遺ߏ面
（北東から）

（3）ୈ３άϦου北東壁面東部�
（北東から）



遺跡第̐次　図版第ాࠇాࢁ 5

（1）

（2）

（3）

（1）ୈ３άϦουԼ調査�
（北東から）

（2）ୈ３άϦουୈ７
遺物出土状況�（北東から）

（3）ୈ４άϦου中ੈ遺ߏ面�
（南東から）



遺跡第̐次　図版第ాࠇాࢁ 6

（1）

（2）

（3）

（1）ୈ４άϦου南西壁面
（北東から）

（2）ୈ４άϦουԼ調査
（南東から）

（3）ୈ４ʵ̎άϦου中ੈ遺ߏ面
（南東から）



遺跡第̐次　図版第ాࠇాࢁ 7

（1）

（2）

（3）

（1）ୈ５άϦουԼ調査
�（北東から）

（2）ୈ６άϦουԼ調査
�（北東から）

（3）ୈ７άϦουԼ調査
�（北東から）



遺跡第̐次　図版第ాࠇాࢁ 8

出土遺物
1� 6� 69

11

6

��

��

36

42



ग़Ӣ遺跡第 15ɾ16ɾ18次　図版第 1

（1）ୈ15࣍調査地調査前全景
（南部、北から）

（2）ୈ15࣍調査ୈ１τϨϯν全景
（北から）

（3）ୈ15࣍調査ୈ̎τϨϯν全景
（北から）



ग़Ӣ遺跡第 15ɾ16ɾ18次　図版第 2

（1）ୈ15࣍調査ୈ３τϨϯν全景
（南から）

（2）ୈ15࣍調査ୈ４τϨϯν全景
（北から）

（3）ୈ15࣍調査ୈ５τϨϯν全景
（北から）



ग़Ӣ遺跡第 15ɾ16ɾ18次　図版第 3

（1）ୈ15࣍調査ୈ６τϨϯν全景
（南東から）

（2）ୈ15࣍調査ୈ７τϨϯν全景
（北から）

（3）ୈ15࣍調査ୈ̔τϨϯν
西壁土断面（東から）



ग़Ӣ遺跡第 15ɾ16ɾ18次　図版第 4

（1）ୈ1࣍�調査ୈ１区全景（ۭ中ࣸਅ、্͕南西）

（2）ୈ1࣍�調査ୈ１・̎区全景（ۭ中ࣸਅ、北から）



ग़Ӣ遺跡第 15ɾ16ɾ18次　図版第 5

（1）ୈ1࣍�調査調査前状況（東から）

（2）ୈ1࣍�調査ୈ１区南遺ߏ
検出状況（南東から）

（3）ୈ1࣍�調査ୈ１区
୦穴ݐ物Ｓ̝１（南から）



ग़Ӣ遺跡第 15ɾ16ɾ18次　図版第 6

（1）ୈ1࣍�調査ୈ１区掘ཱ柱ݐ物
Ｓ̗６（南から）

（2）ୈ1࣍�調査ୈ１区溝ＳＤ３
（南東から）

（3）ୈ1࣍�調査ୈ１区溝ＳＤ３１区
土器出土状況（南西から）



ग़Ӣ遺跡第 15ɾ16ɾ18次　図版第 7

（1）ୈ1࣍�調査ୈ１区溝ＳＤ３
掘削状況（南東から）

（2）ୈ1࣍�調査ୈ１区溝ＳＤ３
１断面（南から）ܣ

（3）ୈ1࣍�調査ୈ１区溝ＳＤ３
５区土器出土状況（南西から）



ग़Ӣ遺跡第 15ɾ16ɾ18次　図版第 8

（1）ୈ1࣍�調査ୈ１区土Ｓ̠７
（南東から）

（2）ୈ1࣍�調査ୈ̎区全景（東から）

（3）ୈ1࣍�調査ୈ̎区
୦穴ݐ物Ｓ̝11（南東から）



ग़Ӣ遺跡第 15ɾ16ɾ18次　図版第 9

（1）ୈ1࣍�調査調査前状況
（南東から）

（2）ୈ1࣍�調査ୈ３区掘削状況
（南東から）

（3）ୈ1࣍�調査ୈ３区北東部
遺ߏ検出状況（北西から）



ग़Ӣ遺跡第 15ɾ16ɾ18次　図版第 1�

（1）ୈ1࣍�調査ୈ３区୦穴ݐ物
Ｓ̝10（北西から）

（2）ୈ1࣍�調査ୈ３区土Ｓ̠１
（北東から）

（3）ୈ1࣍�調査ୈ３区柱穴群
（北西から）



ग़Ӣ遺跡第 15ɾ16ɾ18次　図版第 11

出土遺物１
�� 58

���

1�

1�

��

39

33

31

45

44



ग़Ӣ遺跡第 15ɾ16ɾ18次　図版第 12

出土遺物̎
�� 87

��

��

��

61

6�

6�

6�

��

��

86

87



ग़Ӣ遺跡第 15ɾ16ɾ18次　図版第 13

出土遺物３
1�� 1�7

1��

1��

��

1��

��

�1

1�� 1�7



ग़Ӣ遺跡第 15ɾ16ɾ18次　図版第 14

出土遺物４
1�6 121

116

116

1��

1��

1��

111
121



ग़Ӣ遺跡第 15ɾ16ɾ18次　図版第 15

出土遺物５
1��

1��1��

1��

1��

1��

1��

14�

14�

182
183

184 235



ग़Ӣ遺跡第 15ɾ16ɾ18次　図版第 16

（1）出土遺物６

（2）出土遺物７

16

11

17

146

148
155

147

13

23

19

2�

22



ग़Ӣ遺跡第 15ɾ16ɾ18次　図版第 17

出土遺物̔

166

165
164

18�

163

169

168

167

236

176



ग़Ӣ遺跡第 15ɾ16ɾ18次　図版第 18

出土遺物̕

16� 159

162
174

238

17�
237

239

179

24�
175

241

178



ग़Ӣ遺跡第 15ɾ16ɾ18次　図版第 19

（1）出土遺物10

（2）出土遺物11

2�3

194 196

192

193

195

2�4

214
216

217221

21�

197
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224

225



ग़Ӣ遺跡第 15ɾ16ɾ18次　図版第 2�

（1）出土遺物12

（2）出土遺物13

226

222

227

228 229

23�

232

231



久々相遺跡第 12次　図版第 1

（1）

（2）

（3）

（1）調査地北部掘削前状況（南から）

（2）調査地中間～南部掘削前状況
（北から）

（3）調査掘削中
（北部より溝を検出、北から）



久々相遺跡第 12次　図版第 2

（1）

（2）

（3）

（1）調査区全景（南から）

（2）柱穴群検出状況（南から）

（3）溝ＳＤ１・３～ 10検出状況
（北から）



久々相遺跡第 12次　図版第 3

（1）

（2）

（3）

（1）溝ＳＤ１（北から）

（2）溝ＳＤ１土器出土状況
（北東から）

（3）溝ＳＤ３（東から）



久々相遺跡第 12次　図版第 4

（1）

（2）

（3）

（1）溝ＳＤ４他（南東から）

（2）溝ＳＤ５他（東から）

（3）溝ＳＤ６（東から）



久々相遺跡第 12次　図版第 5

（1）

（2）

（3）

（1）溝ＳＤ７（東から）

（2）溝ＳＤ10（南東から）

（3）溝ＳＤ10埋め土西壁断面
（南東から）



久々相遺跡第 12次　図版第 6

（1）

（2）

（3）

（1）柱穴Ｐ12・柱穴Ｐ15他
（北東から）

（2）柱穴Ｐ12（東から）

（3）柱穴Ｐ15四分割状況（東から）



久々相遺跡第 12次　図版第 7

（1）

（2）

（3）

（1）柱穴Ｐ12完掘状況（東から）

（2）中間部砂礫堆積状況（北から）

（3）調査完了状況（北から）



久々相遺跡第 12次　図版第 8

出土遺物
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡
番号

　゜　′　″ 　゜　′　″ ㎡

やまだくろだいせ
きだいよじ

山田黒田遺跡第４
次

よさぐんよさの
ちょうかみやま
だ

与謝郡与謝野町
下山田

26465 09 35°32′24″ 135°07′05″
20150721

～
20150826

53 道路建設

いずもいせきだい
じゅうご・じゅう
ろく・じゅうはち
じ

出雲遺跡第15・
16・18次

かめおかしちと
せちょうちとせ
ほか

亀岡市千歳町千
歳他

26206 112 35°03′38″ 35°34′29″

20121108
～

20121221
20130705

～
20131016
20140519

～
20140710

300

1,000

400

道路建設

くぐそういせきだ
いじゅうにじ

久々相遺跡第12次

むこうしてらど
ちょうくぐそう

向日市寺戸町
久々相

26208 67 35°06′16″ 135°28′11″
20150123

～
20150305

160 道路拡幅

備考：北緯・東経の値は世界測地系に基づく。



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

山田黒田遺跡第４
次

集落 弥生～平安 柱穴・土坑 須恵器・土師器

出雲遺跡第15・
16・18次

集落

弥生

古墳

平安

中世

土坑

竪穴建物跡・土坑

掘立柱建物跡・土坑

溝・土坑

弥生土器

石器・土師器

須恵器・土師器・瓦器

須恵器・土師器・瓦器・瓦質陶器・山茶
椀・緑釉陶器・灰釉陶器・中国製陶磁器・
布目瓦

久々相遺跡第12次
官衙

集落

飛鳥

奈良～平安

鎌倉

溝

溝・柱穴

溝

須恵器・板状銅製品

須恵器・土師器

須恵器・土師器・製塩土器・瓦器

所収遺跡名 要 約

山田黒田遺跡第４次  今回の調査は、山田黒田遺跡のほぼ中央部に位置する。段丘裾部に位置する府道沿いに調
査グリッドを連続する小規模調査となった。平安時代の遺構面上で柱穴3土坑1を確認した。
下層には弥生時代中期から古墳時代前期の土器を包含する砂層の堆積が確認された。包含
層内の遺物は段丘側からの２次堆積と判断した。

出雲遺跡第15・16・18次 　平成23・24・25年度３か年にわたって農道整備事業として実施。15次調査では調査対象
地全長700ｍに8か所のトレンチを配置し、16次で２か所計1,000㎡、18次で1か所400㎡を調
査した。遺構は、弥生時代後期から平安時代にかけて検出され、弥生時代後期の土坑等2、
古墳時代前期竪穴建物１・土坑２、古墳時代中期竪穴建物2、平安時代総柱掘立建物１・柱
穴群・区画溝１ほかを確認した。出土遺物は、弥生時代後期土器、古墳時代前期から中期
にかけての土師器、古墳時代中期須恵器・生駒西麓産等搬入系土器、平安時代後期土師器皿、
瓦器椀皿、瓦質陶器、中国製陶磁器、山茶椀他布目平瓦、北宋銭等が出土している。平安
時代末の区画溝は、多数の瓦器椀や中国製陶磁器当多彩な遺物が出土しており、遺跡の性
格が注目される。

久々相遺跡第12次 　今回の調査は、府道拡幅事業に伴い160㎡を調査した。遺構は東西方向溝6条それより古
く斜めに方向を振る溝3条、柱穴群を検出した。時期は飛鳥時代から鎌倉時代にかけている
が、ほとんどが長岡京期以前の遺構であり、条坊側溝に類するものは確認していない。遺
物は、飛鳥時代から中世にかけての須恵器が多く、土師器、板状銅製品が出土している。
　今回は、長岡京期以前の遺構が多く確認された点が特徴である。
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